


平成２１年度事務事業評価（事後評価）最終評価結果一覧

評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案

1 1 議員研修事業 議会事務局 年１回常任委員会ごとに先進事例の研究 町議会議員 スキルアップを図る

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

旅費が削減されたので研修地をバスで移動
できる範囲に限定して対応した。

現議員の任期は今年度（１１月１２日）までであり、
改選により１８名の新議会が発足するので、常任
委員会等の設置方法を検討し効率的な研修を実
施できるよう検討が必要である。

2 2 議会だより発行事業 議会事務局
議会だより・年４回発行（３月定例会号、６月定例会号、９
月定例会号、１２月定例会号）

町民

①決定の経緯や本会議や委員会での
議論について掲載し、結果のみではなく
なぜそうなったのかを知らせる。
②議員が提出した議案や意見書につい
て解説を加えることで、より深く認識して
もらう。
③議会の視点から読者である町民への
情報をわかりやすい表現で発信すること
により議会に対する関心を高めてもら
う。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

住民の声を反映し、広報特別委員会が中心
となって発行業務を行う。

3 3 議会風景配信装置保守事業 議会事務局
毎定例会、臨時会及び議会全員協議会の審議状況を地
域イントラを使い、職員及び公共施設へ配信

職員及び町民
議会の審議内容をつぶさに配信するこ
とで町の意思決定状況を把握できる

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

一般質問部分をホームページに掲載し、配信
開始

H＆Sネットワーク整備に伴う配信方法の検討

4 4 議場放送設備保守委託事業 議会事務局
議事録作成用テープレコーダー及び議場放送設備の保
守点検

議場放送設備
議会時に録音、放送装置を稼動させ、
正確な会議録を作成できるようにする

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

保守点検を１回とする 機器の更新や新システム（音声認識ソフト）の導入

5 5 会議録調整委託事業 議会事務局
定例会、臨時会、委員会、議会全員協議会会議録作成
業務

議会会議内容
法の定め（地方自治法）により会議録を
作成する

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

契約単価減額
録音機器の更新若しくは音声認識ソフト等の新シ
ステムの導入

6 6 情報公開及び個人情報保護事務 総務課

情報公開：　町民の知る権利にのっとり、町民の町政に
関する公文書の開示を請求する権利につき定めることに
より、町政について町民に説明する責務が全うされるよ
うにする
個人情報保護：　個人情報の適正な取扱いをし、町の機
関が保有する個人情報の開示及び訂正等を求める個人
の権利を明らかにする。

①　町民
②　町内に事務所又
は事業所を有する個
人及び法人その他
の団体
③　町内に存する事
務所又は事業所に
勤務する者及び町
内に事務所又は事
業所を有する法人そ
の他の団体の構成
員
④　町内に存する学
校に在学する者

・町民の町政に対する適正な評価の確
保及び参加の促進。
・個人の権利利益を保護する。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業のやり方改善
（有効性）

ファイリングシステムが導入されれば、文書目録が
整備され開示対象となる公文書が特定できる。

7 7 特別職報酬等審査事務 総務課 委員選任、資料収集・作成、審議会開催、諮問、答申
①特別職
②議員

特別職の給与、議員の報酬の決定にあ
たり、公正を期することで町民の信頼を
得る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

8 8 自治功労表彰事務 総務課
町の自治、教育文化、社会事業及び産業の向上発展に
著しい業績があった個人又は団体を表彰する。

自治功労者
特別功労表彰、功労表彰、善行表彰及
び顕彰表彰として表彰する。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（効率性）

学校関係との合同開催、報償内容の見直し

9 9 職員健康管理事業 総務課
職員が心身ともに健康な状態で職務に従事できる環境
をつくるため、定期健康診断等を実施して、疾病の早期
発見・早期治療又は事後指導等に取り組んでいる。

町職員
疾病等の早期発見をし、健康保持増進
を図る。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

①メンタルヘルス対策を講じる。
②人間ドック手続き方法の見直しを行う。

10 10 職員研修事業 総務課
会津美里町人材育成基本方針に基づき、町が直面する
行政課題に的確に対応できる職員を育成するために、
各種職員研修を実施。

全職員
社会情勢や住民ニーズに的確に対応で
きる職員を育成する。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

・自己啓発・自発的研修参加への動機付け、
支援
・職場研修（ＯＪＴ・ＯＪＬ）の推進
・内部講師の育成
・他市町村との人事交流などによる職場の活
性化

・職場研修（ＯＪＴ・ＯＪＬ）の推進
・内部講師の育成
・他市町村との人事交流による職場の活性化及び
職員の意識改革

11 11 争訴事務 総務課
町を被告とする訴訟への対応、不服申立てに関する事
務、行政事務に対する法律相談等

町が実施する事務
事業

事務事業の法的問題の適切な解決を図
る。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

顧問弁護士の確保

12 12 庁内庶務事務 総務課

高田庁舎から発送する郵便物の収受発送を行うととも
に、庁内で使用する用紙等の購入、封筒等の印刷等を
一括発注、電話料金等等共通経費の一括処理してい
る。

町職員
一括処理することにより業務の効率化を
図る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

現状維持
経費の削減のためには、職員一人ひとりが
経費削減に努めれば、事業費の削減余地は
ある。

13 13 文書法規事務 総務課

町例規集の編集及び加除を、年４回に分け実施するとと
もに、ホームページへ掲載している。
例規等の制定改廃に関する支援及び審査を行ってい
る。

①町職員
②住民

①適正な政策立案に必要な法規能力の
向上を図る。
②例規等に関する情報を提供する。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

①法制支援システムを全職員が利用できる環境を
つくる。
②法制執務研修及び法制支援システム操作研修
を実施する。

№
1次評価

対象 意図
シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価



平成２１年度事務事業評価（事後評価）最終評価結果一覧

評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

14 14 給与事務 総務課 職員の給与等を支給する
①特別職
②職員

職員に給与等を適正に支給する

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

新しい給与システムを導入予定

15 15 自衛隊事務 総務課
法定受託事務として処理することとされている自衛官の
募集事務

町民（特に自衛隊に
関心がある）
町民（特に自衛隊に
関心がない）

・自衛隊と一般町民との相互理解を深
める。
・自衛隊等へ入隊、入校

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

広報紙以外で募集案内等を行うなど、機会を増や
せば希望者も増える

16 16 町広告事務 総務課
新聞社、雑誌社等からの広告掲載依頼について、その
必要性を勘案しながら、新聞紙、雑誌等へ町の広告を掲
載している。

新聞、雑誌等の読者
広告掲載イベント等への参加者を増や
すとともに、読者に広く会津美里町を
知ってもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

17 18 文書配達業務 総務課
高田地域の各世帯に対し、各地区区長を通じ、町の広報
誌やチラシ等を配布し、町情報の提供を行っている。（他
地域については、支所で予算措置、対応）

高田地域の各世帯
町の実施する事業や情報を各世帯に周
知する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

18 19 自治区長事務 総務課
本町の行政事務と町民の間との連絡を円滑にし、もって
町政の進展を図るため、本町の地区に自治区を設け、
自治区長を置く

自治区（自治区長）

・自治区と行政の連絡を密にし、円滑な
町政執行を行う
・自治区の自立を促進する
・コミュニティリーダーを育成する

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

報酬の見直し

19 20 自治区長連絡協議会補助金 総務課

会津美里町の各自治区長の相互の連絡調整及び情報
交換の場として連絡協議会を組織し、町政の進展に寄与
する各種事業を実施する会津美里町自治区長連絡協議
会に対し補助金を交付する。

自治区（自治区長）

・自治区と行政の連絡を密にし、円滑な
町政執行を行う
・自治区及び連絡協議会の自立を促進
する
・コミュニティリーダーを育成する

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

・実施事業の検証を行い、補助金制度に関する指
針に基づいた補助対象事業の整理を行う。
・各地域での活動から連絡協議会での活動への移
行を図り、有効的な事業実施に向けて見直しを図
る。

20 21 防犯灯電気料補助金 総務課

明るく犯罪のない町づくりを実現するために、各自治区
内に設置された防犯灯の電気料（年2回9月と3月に分
け、３～８月分、９～２月分までの６ヶ月分を単位として交
付）を全額交付する。

自治区住民
夜間の通勤通学等の往来時明るくなり、
防犯上不安が少なくなる。

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性・公平性）

全額補助から、半額補助又は本数による歩合制補
助を検討する。

21 22 防犯灯設置補助金 総務課
明るく犯罪のない町づくりを実現するために、自治区長
から要望により、防犯灯設置の補助金（1灯当たり新設
5,000円、切替3,000円を交付する。

自治区内で夜間、明
かりがなく、防犯上
必要と認めた箇所・
自治区住民

夜間の通勤通学の往来時明るくなる。
夜間の防犯上不安が少なくなる。

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

町内の防犯灯設置要望箇所が頭打ちになってきた
ため、古くなった箇所の修繕等に事業を変更する。
明暗センサーの故障により24時間点灯している器
具があるため。

22 23 広報紙発行事業 総合政策課

町政の実態を広く町民に周知し町民の理解と積極的な
協力を得て、民主的な町行政の推進を図るために町政
に関する広報を行うこと。現在月2回(１日、１５日)広報紙
を発行している。

町民 町の業務内容を知り、理解する。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

①広報モニターの意見を参考にした読みや
すい広報紙への取り組み
②ＤＴＰの導入

広報技術の向上

23 24 公用車管理業務 総務課 2次評価実施事務事業

24 25 庁舎管理業務 総務課
高田庁舎の光熱水費の支払、管理委託契約、維持補
修、使用許可

高田庁舎 快適な職場環境ができるようにする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

現状維持

25 26 普通財産管理業務 総務課
普通財産の光熱水費の支払、管理委託契約、維持補
修、貸借契約、売買契約

普通財産
荒廃させない。
利活用を検討する。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

現状維持

26 27 指定管理者選定審議会業務 総務課 委員選任、資料収集・作成、審議会開催、諮問、答申
公の施設
指定管理候補者

公の施設に指定管理者制度を導入する
ことで、効果的・効率的な施設運営を行
う。
公の施設を管理するのに適切かどうか
を審議する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

27 28 固定資産評価審査委員会業務 総務課 審査申出の受付、委員会の開催、審査決定書の作成
固定資産課税台帳
に登録された価格

適正な状態を保つ

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

28 29 永井野財産区業務 総務課
所有財産の適正管理、管理会の運営、特別会計予算編
成

財産区所有財産
財産区の利益に結びつくよう適性に管
理する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

29 30 男女共同参画推進事業 総合政策課

男女が対等なパートナーとして、人権が尊重され個性と
能力が十分発揮できる男女共同参画社会の実現に向
け、啓発事業などを実施。

①男女共同参画推
進まちづくり行動計
画に記載された取り
組み
②町民

①計画どおり実施される。
②男女共同参画啓発イベントに参加し
てもらい男女共同参画への理解を深め
てもらう。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

①町民に身近な広報紙に男女共同参画コー
ナーを設けることで意識啓発。
②父と子の料理教室の内容を身近で、後に
続くようなメニューに変更。
④作文コンクールの募集依頼を昨年より１ヶ
月早く６月に変更。

③子ども（中学生対象）に講演会を開き、それを踏
まえて作文をかいてもらう。

30 31 公共事業評価事務 総合政策課

国の公共事業の評価実施要領に基づき、評価対象とな
る町が実施する公共事業について、公共事業評価委員
会に諮問し、継続・見直し・中止等に関して答申を受け
る。

国の公共事業の評
価実施要領に基づ
き、評価対象となる
町が実施する公共
事業

①今後の方向性を決定する。
②実施過程の透明性を図る。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業統廃合・連携
公共事業評価委員会の資料として、事務事
業評価シートを活用する。



平成２１年度事務事業評価（事後評価）最終評価結果一覧

評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

31 32 地域公共交通会議運営事務 総合政策課

地域における需要に応じた住民の生活に必要なバス等
の旅客輸送の確保その他の旅客の利便性を図り、地域
の実情に即した輸送サービスの実現に必要となる事項
を協議する。

①一般乗合旅客自
動車（路線バス、乗
合タクシー等）
②自家用自動車に
よる有償運送

①、②町内の実態に即した運行とするた
めの協議を行う。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

32 33 条例検討会議事務 総合政策課

住民と行政の協働によるまちづくりを推進するため、まち
づくりのルールとして定めるべき条例のあり方を、町民と
ともに検討する

町民
まちづくりのルールのあり方について行
政とともに検討する

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

条例制定後、行政内部で適正な運用を図る
ため、施行規則や運用基準（ガイドライン）等
を制定する。

33 34 結婚推進事業 総合政策課 2次評価実施事務事業

34 35 協働のまちづくり推進事業 総合政策課

住民団体（５人以上で構成）等が地域の課題解決に向け
て自主的に取り組む公益的で非営利活動に対して予算
の範囲で補助金を交付する。

地域課題を認識して
いる住民団体

①地域の課題を主体的な取り組みに
よって解決する。
②住民が自分達で課題解決ができるよ
うになる。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

募集時期の見直し（前年度に募集）

35 36 クラシックカー事業 総合政策課

「ラ・フェスタ・ミッレミリア」というクラシックカーのレースが
横浜市から山形県までの間で開催され、会津美里町もス
タンプポイントを設置しレースに協力している。

①クラシックカーレー
ス見学者
②実行委員

①往年の名車や著名人を身近にみて楽
しんでもらう
②たくさんの人に実行委員に参画しても
らいイベントを盛り上げてもらう

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

対象区域が広範囲になっていることから、実
行委員の数を増やし、レース中の安全・安心
な見学場所の確保と町のＰＲ効果を高める。

平成20年度のレースがきっかけで横浜市との人事
交流が実現した。このレースの機会を十分に活用
するため模擬店の出店や、商工観光課・観光協会
での支援とする。

36 37 行政評価システム推進事業 総合政策課

成果を重視した行政運営の推進、職員の意識改革、説
明責任の徹底を目的として、平成18年度から事務事業
について、評価（振り返り）を行い、事務事業の改革改善
に取り組んでいる。

①町職員
②事務事業

①事務事業評価の考え方を理解し、評
価結果を事務事業の改革改善や予算
編成に活かしてもらう。
②改革改善され、成果の向上を図る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

①第2次振興計画策定に伴い、第1次振興計
画の施策の振り返りを行う。
②評価単位の見直しや評価シートの見直しを
行う。
③改革改善案があるにもかかわらず、現状
維持としている事務事業や、評価結果と予算
要求が異なる事務事業について、確認を行
い、反映状況については公表する。

④事務事業評価の他に、優先度評価や施策評価
を行い予算編成に活用する。

37 38 路線バス運行維持対策事業 総合政策課

町民の身近な交通手段である路線バスの確保のため、
生活交通路線及び市町村生活交通路線の欠損額に対
し県及び関係自治体とともに補助金、委託費を支出し、
路線バスの運行維持を図る。※生活交通路線・・・住吉
町経由永井野線、年貢町経由永井野線、本郷線　※市
町村生活交通路線・・・新鶴線

①会津乗合自動車
②欠損が生じる路線
バス
③全町民

①、②町から欠損額に対して補助及び
委託することにより運行維持を図る。
③町内外へ移動できる。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

乗降調査に基づき、関係する自治体等と協議し、
バス路線の再編を行う。

38 40 職員研修事業 総合政策課

まちづくりに資するため職員を、国若しくは他の地方公共
団体又はその他の団体、機関に派遣して実態の調査研
究及び視察を行う

職員 業務改善や業務執行に役立てる

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

制度の周知啓蒙を図る。

39 41 行政改革推進事業 総合政策課

効率的で健全な行財政運営を確立するため、町行政改
革大綱（自立に向けた集中改革プラン）を策定し、プラン
に基づき各種取組を実施する。（集中改革プランの期間：
平成１８年度～平成２１年度）

集中改革プランに記
載された取組項目

計画どおり実施する

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

・行政改革本部による進捗状況の管理を徹
底する。
・行政改革大綱、集中改革プランとも平成21
年度までの計画であるため、数値目標の設
定や全庁的な体制での取組みとする新たな
計画を、町振興計画とあわせて策定する。

40 42
デマンド交通システム運行事業補
助金交付事務

総合政策課

平成19年10月1日より、会津高田商工会が運行主体と
なって、高齢者等の足の確保及び商店街の活性化を図
るため、美里あいあいタクシー（乗合型タクシー）の運行
を開始した。それに伴い町では運行に係る運行欠損額を
補助している。

①会津高田商工会
②商店街
③全町民

①欠損補助を行いあいあいタクシーの
運行維持を図る。
②足を運んでもらう。
③平日の日中、町内を移動できる。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

②商店街等との連携対策について、事業主
体との協議を行う。

①補助対象経費の見直しを行い、運行主体の利用
促進意欲の向上を図る。
③冬期間以外の運行台数が適正であるか検討を
行い、適正でないと判断した場合は運行台数の見
直しを行う。また時間外運行は平成22年度より廃
止する。

41 43
住宅用新エネルギーシステム設置
費補助金交付事務

総合政策課

地球温暖化の防止及び環境保全意識の高揚を図るた
め、自ら居住する住宅に太陽エネルギーを利用した設備
を設置する方に対し、補助金を交付する。太陽光発電シ
ステムは1ＫＷあたり6万円、太陽熱は設置費用の10分
の１を補助する。

①公営住宅等以外
の持家世帯（個人住
宅）
②新エネルギー設
備設置者

①太陽エネルギーを利用した設備を設
置してもらう。
②地球温暖化防止や環境保全の意識
をもってもらう。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

①補助内容を広報紙等で、定期的に周知し
募集を図る。
②国の補助は、1KW当たりの工事単価70万
円以下が対象であるため、太陽光発電システ
ム導入のコストは、大幅に減少傾向である。
そのため太陽光発電システムの補助率を見
直す。

42 44
テレビ難視聴地域解消事業費補助
金交付事務

総合政策課

テレビジョン放送の受信が困難な地域の解消を図るため
当該テレビ視聴者団体（共聴組合）が行う難視聴解消事
業に対し、予算の範囲内で補助金を交付するもの。

共聴組合の組合員
地上デジタルテレビを視聴できるように
する

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

共聴改修は終了したが、新たな地デジ難視
聴地区があるため、補助要綱の見直しと予算
確保が必要。

43 45 人材育成推進事業補助金交付事務 総合政策課

①さまざまな分野での個人の能力向上を図り優れた人
材を育成するため先進地視察やホームステイ事業に対
して補助金を交付する。
②国際感覚豊かな人材を育成するため、先進地視察や
ホームステイ事業に対して補助金を交付する。

・小学３年生以上の
全町民
・町内の事業所に勤
務するもの

･国際感覚を養う
・研修を通して能力の向上を図る

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

補助対象事業の明確化や、補助対象自己負担額
の下限を引き下げる等、補助要綱の見直しを行う。
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

44 46 交通安全母の会補助金交付事務 総務課

増大する交通事故から幼い人命を守るため、母親の力
で広く交通安全活動を推進する。
交通安全街頭指導、幼児交通教室、交通安全思想の普
及

町民
町民に交通安全の啓発等を行い、町内
から交通事故を減少させる。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持

45 47 交通安全施設整備事業 総務課
自治区や交通関係団体からのカーブミラー新設、修繕や
路面へのT字マーク等の表示箇所の要望を受け、現地
調査確認をし整備箇所を選定して設置する。

町民、道路の利用者 交通事故防止を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

46 48
交通指導員・交通教育専門員配置
事業

総務課
交通安全思想普及のための街頭立しょう（街頭指導）活
動や各学校等からの要請により交通安全教室開催時の
講師として派遣している。

町民
交通ルールとマナーの定着と交通事故
の撲滅

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

47 49 交通安全街頭指導事業 総務課

各期（春、夏、秋、年末年始）の交通安全運動の一環とし
て会津美里町交通関係団体と連携を取り協力を得て、
交通事故防止を目的に各種キャンペーンを展開する。交
通対策協議会理事会において、各期の交通安全運動の
実施要綱を作成し、交通関係団体に協力をお願いする。

全住民、中学生以下
の生徒、児童、幼
児、小中高生

交通安全意識の高揚、交通事故件数の
減少

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持

48 50
交通安全教育センター管理委託事
務

総務課 交通安全教育センター管理委託
交通安全教育セン
ター

①維持管理
②貸与

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

49 51
会津美里地区交通安全協会負担金
交付事務

総務課
道路における危険の防止と交通の円滑、安全を確保し、
あわせて地域住民の交通意識の高揚を図る。

町民
交通安全の啓発を行い、町内から交通
事故を減少させる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

50 52 H&Sネットワーク整備事業 総合政策課

光ファイバー網を全町に整備し、もって防災情報システ
ム及び汎用のブロードバンドサービスの提供を可能とす
る。（町内全域を対象）

会津美里町内全世
帯

全町の光ファイバー網を使用した防災
情報システムにより防災情報の提供を
受け、併せて超高速ブロードバンド通信
環境を利用できるようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

51 53 H&Sネットワーク維持管理事業 総合政策課
Ｈ＆Ｓネットワーク整備事業で町内全域に敷設した光ファ
イバー網及び防災情報システムの維持管理

会津美里町内全世
帯にＢフレッツサー
ビスを提供する施設
並びに防災情報を
提供する施設

常にサービス・情報を提供できる状態に
する

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

使用契約の一本化と支払い条件を四半期毎
とすることで業務量を減らすことができる。
防災情報システム分の維持費の増加が見込
まれる。

支障移転業務委託についてより効率的な委託方
法（年間一括委託等）ができるかどうか検討する余
地がある。

52 54 イントラネットワーク維持管理事業 総合政策課
旧３町村で整備した地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄﾜｰｸ機器の維持管理
をするもの

地域ｲﾝﾄﾗﾈｯﾄﾜｰｸ機
器

常にサービス・情報を提供できる状態に
する

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

１、各庁舎にネットワーク管理補助員をおき、
軽微な設定等をしてもらうことにより、担当の
のべ時間を減らす。
２、今回導入する次期総合行政システムにお
いて無用な保守をしない機種の導入を図る。

１、シンクライアント方式を導入して故障の少ない
端末運用とする。
２、支障移転業務委託についてより効率的な委託
方法（年間一括委託等）ができるかどうか検討する
余地がある。

53 55 ホームページ運営事業 総合政策課 町のホームページを公開し、行政情報を発信する。 ホームページ閲覧者 ほしい情報を手に入れることができる。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

掲載する情報量を増やす。 新たなシステムを導入する

54 56 OA機器維持管理事業 総合政策課 庁内のOA機器の維持管理業務の一元化 OA機器の管理コスト 削減を図る

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

更新サイクルの見直し及び使用枚数等の公
表

機種変更及び台数の削減

55 57
電子申請届出オンラインシステム運
用事業

総合政策課

福島県と市町村が、申請・届出等行政手続きのｵﾝﾗｲﾝ
化に必要なｼｽﾃﾑを共同で構築・運営するに当たり、相
互に協力し円滑な実施をするもの

町民 電子申請届出ができるようにする

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

１、今年度には今までにはない、簡易申請ｼｽ
ﾃﾑを導入し、限定的な申請に偏らず、多くの
申請をオンライン化すべき。
２、５年固定の費用負担の仕組みを是正し、
１年ごとに必要な申請をオンライン化するよう
弾力的運用をすべき。

今後は、オンライン申請で完結できるように、マル
チペイメント（電子支払い）の仕組みを整えていく必
要がある。そうでないと、完結しないシステムは使
われなくなっていく。

56 58 行政情報電算システム運用事業 総合政策課

基幹業務（住基・税・財務等）について、会津地方電子計
算機管理運営協議会（会津計算ｾﾝﾀｰ・構成10市町村）
で共同運用している

町民 円滑な業務サービスの提供

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

会津地方市町村電子計算機管理運営協議会から
退会し、業務システムを単独運用することで、シス
テムの柔軟な運用と、トータルコストの削減を図る

57 59 台東区交流事業 商工観光課

本町の魅力を発信し、多様な文化・芸能などに触れる機
会を創出することを目的とし、相互による交流の促進に
取り組んでいる。

全町民 住民及び物産品・特産品の交流促進

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

台東区間との受入れ態勢等の調整 台東区間との受入れ態勢等の調整及び整備

58 60 自衛隊協力会事業補助金 総務課
自衛隊と一般町民との相互理解を深め、自衛隊の健全
な育成発展に寄与するため、会津美里町自衛隊協力会
に対し補助金を交付する。

自衛隊協力会員（町
内539名）

・自衛隊と一般町民との相互理解を深
める。
・町内自衛隊員の激励。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

会費を増額する方法や、事業内容の見直し。

59 61 地区集会施設改修事業補助金 総務課

自治会等が近隣社会における連帯感を深め、集会及び
研修等の用に供する目的により集会施設建設事業（新
築、増改築、修繕）を実施する場合において、自治会等
に対して補助金を交付する。　補助金額（工事費の1/3以
内）　補助金限度額（新築　150万円、増改築等　100万
円）

要望地区集会施設
・近隣社会の連帯感の醸成
・集会及び研修の際の利便性の向上

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

60 62 自主研修助成金 総務課
職員が町政に関する専門的知識等又は職務の遂行に
必要な知識及び技能の習得のために行う自主研修に対
して、その習得に要する費用の一部を助成する

職員
町政に関する専門的知識等又は職務の
遂行に必要な知識及び技能の習得

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）　　事業統
廃合・連携

・自己啓発・自発的研修参加への動機付け、
支援
・対象事業の拡大

・自己啓発・自発的研修参加への動機付け、支援

61 63 町税等徴収事務 税務課
町税等の円滑な納税促進。町税等の滞納者から、早期
納付を促進すること。

納税義務者、滞納者 滞納額及び滞納者数を減らす。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

成果の向上に対しては、ネット公売。差押不
動産（農地等）の競売等の実施が考慮される
も、換価できにくい為、最良の改善策とはいえ
ない。
　公売（競売）のノウハウを取得し、農地競売
に対しては、売却相手が存在するかどうか、
売却可能な人選の選択等の情報蓄積が必
要。

62 64
納税貯蓄組合連合会補助金交付事
務

税務課

安定した町税の確保を図るため、納税貯蓄組合連合会
に補助金を交付する。
納税貯蓄組合連合会が健全・活発に活動することで、組
合員の納税意識の高揚が図られ、滞納が少なくなる。

納税組合員・中学生

組合員の納税意識の高揚を図る。
中学生の税の作文は、学校教育の段階
から租税の意識・役割等が正しき理解さ
せられる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

組合員及び組合数の増加は見込めないもの
の、納税組合だよりを発行し、納税者に対し
て納税意識の高揚・啓発を推進する。
　中学生の税の作文は、学校教育の段階か
ら租税の意識・役割等が正しき理解させられ
るなどの成果を上げているが、内容の充実を
図る。

63 65 町県民税賦課事務 税務課 適正に町民税を賦課する

個人町民税賦課対
象者 ：1月1日におい
て、町内に住所を有
する個人、及び町内
に事務所・事業所又
は家屋敷を有する個
人で町内に住所を有
しない人

1.担税力に見合った公平・適正な税額を
賦課・決定する。
2.納税義務者に対し、納付すべき税額を
周知する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

64 66 法人町民税賦課事務 税務課 法人に対し課税する
町内に事務所又は
事業所を有する法人
等

課税客体を適正に把握し、法人町民税
を申告により納付してもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

65 67 軽自動車税賦課事務 税務課

原動機付自転車、軽自動車、小型特殊自動車及び2輪
の小型自動車に、定置場所在の市町村において、その
所有者に課税する。原動機付自転車及び小型特殊自動
車の登録・廃車の受付事務。

軽自動車所有者 課税台数の適正化

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

66 68 固定資産税賦課事務 税務課

賦課期日（１月１日）における固定資産（土地・家屋・償却
資産）に対し、固定資産評価基準に基づいて適正に評価
を行い、固定資産を所有している者に、固定資産税を賦
課する。

土地、家屋、償却資
産を有する固定資産
税納税義務者

固定資産税に対する理解と認識を深
め、納税意識の高揚を促す

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

67 69 前納報奨金事務 税務課
納税者の納税思想の啓蒙と、収納事務の効率化を図る
ため、全期前納した納税者に対し、前納報奨金0.5％を
交付する。

納税義務者
納税者の納税意識の高揚を図るととも
に、前納納付者を増やし、収納率の向
上及び滞納処分事務の効率化

①見直し余地あり
②適切
③適切
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・公平性）

収納事務・滞納整理事務の効率化・納税意
識の高揚財政の適正運用等の上でも必要な
制度であるが、、前納報奨金の交付率を引き
下げなどを検討して行く。

事業を継続しても前納者が増加するなどの効果が
期待できないと同時に公平性の面からも確保でき
ないため、早期財源の確保への影響はあるもの
の、廃止も視野にいれ検討すべきである。

68 70
消費生活研究グループ補助金交付
事務

町民生活課
現代社会における消費者の地位を守り、主体的な消費
生活活動を行う団体の育成のため活動を支援する。

会津美里町消費生
活研究グループ会
員

会員の知識向上、グループ活動の円滑
な運営ができるようにする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

現状維持 会員募集の呼びかけ

69 72 白ばら会負担金 選挙管理委員会

有権者の政治参加意識の向上のため、選挙啓発活動に
取り組むとともに、会員の政治教養の向上のため研修会
等を実施している。

①有権者(特に若年
層）
②白バラ会会員

①政治参加意識の向上
②政治教養の向上

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

事業対象の見直しとそれに合わせた会員の
活動強化

70 73 統計調査員協議会助成金 総合政策課

会津美里町統計調査員協議会の活動を支援するため、
運営に係る助成金を交付。
統計調査の円滑な遂行と会員相互の親睦を図るため研
修会を行っている。

・統計調査員
・統計調査員協議会

・統計調査を円滑に運営できるようにす
る。
・統計調査業務の重要性への理解を深
める。

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

・調査員空白地区の解消のため働きかけを
行う。
・統計調査ごとに学習会を開催する等、リア
ルタイムでの問題点を話し合う場を設ける。

・調査員空白地区の解消のため働きかけを行う。
・統計調査ごとに学習会を開催する等、リアルタイ
ムでの問題点を話し合う場を設ける。

71 74 高田地域いきいき活動事業 高田支所 住民等と協働する事業を企画立案・実施する。 町民（団体）
住民がいきいきと活動できる地域環境
の整備を図ること。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

要綱の見直しを行うとともに、事業の統廃合を早急
に検討する。

72 75 本郷地域いきいき活動事業 本郷支所

住民等と協働する事業を企画立案・実施しながら迅速か
つ柔軟に地域の問題解決を図ると共に、支所機能の強
化と地域住民がいきいきと活動できる環境整備の推進を
図っている。

①ボランティア団体
等
②本郷地域の町民

①ボランティア団体の持続的活動と新規
育成を図る。
②ボランティア団体等の活動に参加す
る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

本事業は、3年度目であり、活動も起動に乗り
つつあるので現状を見守る。

ボランティアセンター（NPO等）の新設による町民の
参画による協働のまちづくり

73 76 次世代育成支援対策行動計画策定 健康福祉課

　平成18年度に策定した本計画は、平成21年度（前期計
画）までの計画となっているため、前期計画の事業効果
や住民の意向等を踏まえ後期計画を策定するため住民
意向調査を実施した。

就学前乳幼児の保
護者
小学校児童の保護
者

子育てにおいて町の施策に対する意
見、要望等を把握したい
子育てに関する意見・要望等を把握した
い

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

74 77 地区保護司会補助金交付事務 健康福祉課
法務省から委嘱されている。地区保護司会へ運営費を
補助する。

保護司会員
更生保護思想普及と効果的な啓蒙活動
並びに犯罪や青少年の非行防止活動
の促進。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№
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事務事業名 担当課 事務事業の内容
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75 78 社会福祉協議会助成金交付事務 健康福祉課

福祉行政の推進を図るため、町社会福祉協議会へ補助
金を交付し、福祉事業を委託している。主な事業として
は、在宅高齢者、身体障害者等日常生活支援事業及び
ボランティアセンターの運営等である。

社会福祉協議会の
会員等

社会福祉協議会の活動を利用し、福祉
の向上に寄与する

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

76 79
大沼東部傷痍軍人会並ぶに妻の会
助成金交付事務

健康福祉課
傷痍軍人並びに妻が援護事業を行い、会員相互の親睦
と自立更生を図るための補助金交付

大沼東部傷痍軍人
会並びに妻の会員

戦傷病者関係法令の普及を図り、援護
対策に組織を挙げ努力する。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（効率性）

会員の高齢化に伴い会員数も減少してきているの
で補助金額の見直しを検討する。

77 80 遺族連絡協議会助成金交付事務 健康福祉課
戦没者の冥福を祈念するとともに、会員相互の親睦と教
養の向上を図る為の事業に対する補助金

遺族連絡協議会員 会員相互の親睦と教養の向上

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

78 81
母子寡婦福祉連合会助成金交付事
務

健康福祉課

若年母子家庭の加入促進と母子寡婦福祉会の組織強
化並びに母子寡婦福祉の向上を図るため、会運営費補
助金を交付する

母子寡婦福祉連合
会員

情報の収集や会員相互の連携を図る

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

補助事業における受益者負担の原則を推進する

79 82
社会を明るくする運動実行委員会
助成金交付事務

健康福祉課
会津美里社会を明るくする運動実行委員会へ運営費を
補助する。

地区保護司会
更生保護思想普及と効果的な啓蒙活動
並びに犯罪や青少年の非行防止活動
の促進。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業統廃合・連携
地区保護司会の活動の一環である為、統廃合でき
ると考える。

80 83 地区更生婦人会助成金交付事務 健康福祉課 会津美里地区更生保護女性会へ運営費を補助する。
地区更生保護女性
会員

更生保護思想普及と効果的な啓蒙活動
並びに犯罪や青少年の非行防止活動
の促進。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業統廃合・連携
地区保護司会の活動と類似するところがあるので
統合できると考える。

81 84 民生委員協議会助成金交付事務 健康福祉課
民生児童委員協議会の活動を推進し、地域社会福祉の
向上を図るため、運営費を補助する

民生児童委員
社会的弱者からの相談等を受け、町等
と連携を図り精神面・経済面の支援にあ
たる

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

定例会・研修会の充実

82 85
シルバー人材センター運営助成金
交付事務

健康福祉課

生きがいと社会参加を求めて、働く意欲のある高齢者に
臨時的かつ短期的な就業の機会を確保・提供することを
目的とする（社）会津美里町シルバー人材センターへの
運営費に対する補助金

シルバー人材セン
ター会員

生きがいと社会参加を求めて、働く意欲
のある高齢者に臨時的かつ短期的な就
業の機会を確保・提供する

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

事務職員数の見直し

83 86 戦没者追悼式事業 健康福祉課 戦没者の冥福を祈念するとともに世界平和を希求する。 戦没者の遺族
戦没者の冥福を祈念するとともに世界
平和を希求する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

84 87 障害者世帯等除雪支援事業 健康福祉課

障がい者世帯等で自力では除雪が困難な世帯に対し
て、除雪の支援を行う。1時間1060円で、一世帯あたり年
間16時間を限度とし、利用者はかかった費用の1割を負
担する。除雪事業については、社会福祉協議会に委託し
ている。

自力では除雪が困
難な障がい者世帯

生活の安全確保がなされ、自立、社会
参加への実現が図れる。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業統廃合・連携 現状維持
軽度生活援助事業と統合すれば業務時間の削減
ができる。

85 88 手をつなぐ親の会支援事業 健康福祉課

手をつなぐ親の会の活動に助成する。（総会、役員会、
親子の集い、研修会）
会津美里町に居住する障がい者を育成する親又は親族
を持って組織し、会員相互の連絡を密にし、共通的な理
解を深め障がい者の福祉の向上を図る。

手をつなぐ親の会
活動を通して、会員相互の親睦と共通
理解を深め、福祉の向上を図る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

補助金の削減 補助金の削減

86 89 身体障害者福祉協会支援事業 健康福祉課

身体障がい者福祉会の活動に助成する。（総会、役員
会、両沼スポ－ツ大会、歩行訓練、研修会）
会員の親睦を図り、自ら進んで障がいを克服して、福祉
の増進を図る。

身体障がい者
活動を通して自ら進んで障がいを克服
する。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

補助金の削減
会員の若返り
補助金の削減

87 90 在宅重度障がい者対策事業 健康福祉課
６５歳未満の在宅重度障がい者に治療材料、衛生機材
の購入費を給付する。

在宅重度障がい者 在宅重度障がい者の負担の軽減

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

88 91 重度心身障がい者医療給付事業 健康福祉課
重度心身障がい者の医療費を医療機関の証明等により
確認し、自己負担分を給付助成する

重度心身障がい者
重度心身障がい者の経済的負担の軽
減

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

89 92 人工透析患者通院交通費補助事業 健康福祉課
腎臓機能障害者が人工透析のため医療機関へ通院す
る交通費を補助する。

人工透析患者 人工透析患者の負担の軽減

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

90 93 訪問入浴サービス事業 健康福祉課
重度障がい者に訪問入浴サービスを提供し、介護者負
担の軽減を図る

在宅の重度障がい
者

在宅重度障がい者介護者の負担軽減

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

91 94 知的障害者職親委託事業 健康福祉課

この事業は、知的障がい者の自立更生のため、知的障
がい者を一定期間知的障がい者の更生援護に熱意を持
つ事業経営者などの私人（以下「職親」）に預け、職親の
下で生活指導や技能習得訓練などを受けることにより就
職に必要な素地を育て、知的障がい者の雇用の促進と
職場定着を高めるものである。

職親の下で更生援
護を希望する知的障
がい者

①一般雇用への切り替えができるように
する。
②新たに就職ができるようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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92 95
身体障がい者自動車改造費助成事
業

健康福祉課

この事業は、身体障がい者が自立した生活、社会活動
への参加と就労に伴い、自らが所有し運転する自動車を
改造する場合の改造費を助成する。

就労等により、自ら
が所有し運転する自
動車の改造を希望
する身体障がい者で
次の全ての要件に
該当する者①上肢
機能障がい、下肢機
能障がい又は体幹
機能障がいの1・2級
の身体障がい者手
帳所持者②自動車
運転免許証所持者
③自動車のハンド
ル、アクセルとブレー
キ等の一部を改造
する必要がある者④
特別障害者手当の
所得制限限度額を
超えない者

社会復帰の促進を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

93 96
障がい者自動車運転免許取得費助
成事業

健康福祉課

この事業は、障がい者の就労等社会活動への参加を促
進するため、障がい者の自動車運転免許の取得に要す
る費用の一部を助成する。

下肢障がい者（体幹
機能障がいにより歩
行困難な者も含
む。）と聴覚障がい2
級以上の者で、運転
免許試験の受験資
格を持ち、就労等社
会活動への参加の
ため免許を取得する
者

就労等社会活動への参加を促進する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

94 97 住宅改修費助成事業 健康福祉課

この事業は、日常生活を営むのに著しく支障のある在宅
の重度障がい児と重度障がい者の地域における自立支
援を図るため、住環境の改善を行う場合の住宅改修費
を助成する。

下肢、体幹または乳
幼児期以前の非進
行性の脳病変による
運動機能障がい（移
動機能障がいに限
る）を持つ障がい程
度等級3級以上の者
（※特殊便器への取
替えについては上肢
機能障がい2級以上
の者）で町長が必要
と認める者

在宅での日常生活の利便性の向上

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

95 98 日中一時支援事業 健康福祉課

家族介護者の就労、休息を図る観点から、障害者支援
施設や障がい福祉サービス事業所等において、一時的
な見守りや活動の場としてサービスを利用した者に対し
て費用の一部を助成する。

身体・知的・精神障
がい者等

障がい者等の日中における活動の場を
確保し、障がい者等の家族の就労支援
及び障がい者等を日常的に介護してい
る家族の一時的な休息を図ることができ
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

96 99
重度障がい者福祉タクシー運賃助
成事業

健康福祉課

身体障がい者手帳1級の者、自立支援法第76条の規定
により車いすの支給を受けた者、療育手帳Aの者、精神
障がい者保健福祉手帳1級の者がタクシ－を利用する場
合にタクシ－の初乗り運賃代を利用券により助成する。
町が指定したタクシ－会社を利用する。

身体障がい者手帳
の交付を受けている
者(1級)、療育手帳
の交付を受けている
者(A)、精神障がい
者保健福祉手帳の
交付を受けている者
（1級）

タクシ－利用券を使用することで外出す
ることが多くなることと、経済的負担の軽
減

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

97 100 タイムケア事業 健康福祉課

タイムケア事業所において、障がい児を預かるとともに
社会に適応する日常的な訓練を行い、費用の一部を助
成する。　<（年間委託料総額÷12月）×（利用時間÷当
該月事業実施総時間）>-（200円×利用時間）＝月支払
額　　　費用負担額は1時間あたり200円

町内に住所を有して
いる障がい児で特別
支援学校に通学して
いる者で日中におい
て監護する者がいな
いため、一時的に見
守りの支援が必要と
認められる者。

障がい児が特別支援学校下校後に活
動する場を確保し、障がい児を持つ保
護者の就労支援と障がい児を日常的に
ケアしている家族の一時的な休息を可
能にすることで、障がい児その家族とも
に地域で安心して暮らしていくことができ
るようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

98 101 ふれあいセンター維持管理事業 健康福祉課 指定管理者の選定、契約の締結 全町民 利用者にとって使いやすい施設にする

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

99 102 在宅介護支援センター運営事業 健康福祉課

在宅の要援護高齢者若しくは要援護となるおそれのある
高齢者又は家族等に対し、在宅介護等に関する相談に
応じ、必要な保健・福祉サービスが総合的に受けられる
よう便宜供与する。

概ね６５歳以上の要
援護高齢者及び要
援護となる恐れのあ
る高齢者並びに家
族等

適切にサービスを利用することによっ
て、高齢者及びその家族が安心して在
宅で生活できるようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

100 103 外出支援サービス事業 健康福祉課 2次評価実施事務事業
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101 104 緊急通報システム事業 健康福祉課

ひとり暮らし高齢者及び重度身体障がい者に緊急通報
装置を貸与し、急病や事故などの緊急時に対応し当該
高齢者などの救助、援助を行う

ひとり暮らし高齢者
または、身体障がい
者

緊急時の対応及び安否確認

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

102 105 在宅高齢者等自立生活支援事業 健康福祉課

在宅で生活するひとり暮らしの高齢者等に対し、軽易な
日常生活上の援助を行うことにより、安心できる生活の
継続を可能とするとともに、現在の心身状況を継続させ、
要介護状態への進行を防止する。（社会福祉協議会に
委託）

概ね65歳以上のひと
り暮らし高齢者また
は高齢者のみの世
帯で日常生活上の
援助を必要とする者

自立した生活の継続

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

103 106 寝具洗濯乾燥消毒サービス事業 健康福祉課

在宅の高齢者等に対し、使用する寝具を洗濯及び乾
燥、消毒することにより、清潔感を保持し、快適な生活が
できるよう支援し、利用者及び家族の負担を軽減する。

住民税非課税世帯
の寝具の衛生管理
が困難な者で、高齢
者単身若しくは高齢
者世帯で要介護度３
以下の者、または要
介護度４以上の寝た
きり高齢者及び身体
障がい者

衛生的な生活を行うことにより、快適な
生活の継続。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

104 107 生きがい活動支援通所事業 健康福祉課

家に閉じこもりがちな高齢者に対し、高齢者同士の交
流、日常動作訓練、趣味活動等の各種のサービスを提
供することにより、社会的孤立感の解消及び心身機能の
維持と向上を図り、在宅で自立した生活が送れるよう支
援する。（社会福祉協議会に委託）

介護保険の認定を
受けていない、概ね
65歳以上の高齢者
で、自宅に閉じこもり
がちな方

本事業に参加することによって、社会的
孤立感の解消を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

105 108 配食サービス事業 健康福祉課

食事の調理が困難なひとり暮らし高齢者等に対し、定期
的に居宅を訪問して食事を届けることにより、当該高齢
者の健康の保持や生活の自立を支援するとともに、日常
の安否を確認する。

概ね65歳以上の単
身世帯、高齢者のみ
の世帯等で、食事の
調理が困難な者

健康を保持し、自立して生活する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

106 109
高齢者にやさしい住まいづくり助成
事業補助金

健康福祉課

介護保険の認定を受けていない身体機能の低下した高
齢者が、現に居住する住宅または居住することとなる住
宅の改修を行う場合に、1件あたり18万円を限度に助成
金を交付する。

概ね65才以上の者
で、予防的見地から
住宅改修が必要とな
る者

介護保険の認定を受ける前に本サービ
スを利用し、その後介護保険の認定を
受け介護保険の住宅改修サービスを利
用することも可能

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

107 110 福祉電話設置事業費 健康福祉課
電話利用料金の負担が過重な高齢者に対し、基本料金
を町が負担する。

電話料金に支払が
困難な高齢者

高齢者の安全確保

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

廃止
平成２０年度は利用者がなく、２１年度は１名
のみとなっており、事業自体廃止を検討して
いる。

108 111 老人日常生活用具給付事業 健康福祉課

要援護高齢者及びひとり暮らし高齢者等に、日常生活の
便宜を図るための日常生活用具を給付する。品目は、電
磁調理器、火災警報器、自動消火器である。

在宅のひとり暮らし
高齢者等で、火の取
り扱いに多少不安が
ある方。

日常生活用具を使うことで、自立した生
活を送れるようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

109 112 老人福祉施設入所者保護措置事業 健康福祉課
身体上、精神上、環境に問題があり、かつ経済的に困窮
しているため、自宅で生活することが困難な方を養護老
人ホームへ入所措置を行う。

身体上、精神上、環
境上に問題があり、
かつ経済的に困窮し
ているため在宅で生
活できない65歳以上
の方で、入所措置が
必要な方

養護老人ホームに入所措置をし、生活
の場を確保する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

110 113 家族介護慰労金支給事業 健康福祉課

在宅の寝たきり高齢者または認知症高齢者で、要介護４
または５と認定された方を介護する非課税世帯の方に、
介護者の労苦をねぎらうために介護慰労金を支給する。

要介護４または５と
認定された非課税世
帯に属する在宅の
高齢者で、過去1年
間介護保険サービス
を利用しなかった者
を現に介護している
方。

介護を行っていることへの労苦に報い
る。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持

111 114 家族介護用品支給事業 健康福祉課

在宅において常時失禁状態にある寝たきりまたは認知
症高齢者に対し清潔で心地よい生活が送れるよう紙お
むつ代の助成として、月額３，０００円を限度に支給し、
寝たきり高齢者及び介護にあたる家族の負担を軽減し、
福祉と健康の増進を図る。

寝たきり（認知症を
含む）等で、在宅に
おいて生活し常時失
禁のある状態が３ヶ
月以上継続している
概ね６５歳以上の方
で、１日あたりの紙
おむつの交換回数
が概ね４回以上の方
及び介護者

在宅での生活を継続させるとともに、家
族介護者の介護負担と経済的負担の軽
減

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

目的再設定
おむつが必要となった期間の見直し、退院後は直
ちに給付できるよう改正、年度切り替えによる申請
手続きの廃止
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112 115 敬老会開催事業 健康福祉課

多年にわたり社会に貢献してこられた高齢者の方々を敬
老会に招待し、　互いの長寿を祝いながら旧交を温め楽
しい１日を過ごしてもらう。

町内在住（住民基本
台帳登録者）
　　高田地域　平成
20年3月31日で　75
歳以上
　　本郷地域　平成
20年3月31日で　71
歳以上
　　新鶴地域　平成
20年3月31日で　71
歳以上

多年にわたり社会の進展に寄与してき
た高齢者を敬うために、式典を開催し楽
しい一日を過ごしてもらう。

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

敬老会実行委員会を立ち上げ、招待者が喜んで出
席できるような運営を行う。

113 116 敬老祝金支給事業 健康福祉課 2次評価実施事務事業

114 117 老人クラブ補助金 健康福祉課
老人福祉法第13条第2項により、老人の福祉を増進する
ことを目的に活動している老人クラブに援助を行う。

概ね60歳以上の高
齢者

各種大会や研修会等、それぞれの地域
での活動を通じて各種行事に参加して
いただき、生きがいを見出せるようにす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

115 118 高齢者福祉施設管理事業 健康福祉課

高齢者の健康の増進、教養の向上及びレクリエーション
等高齢者の福祉の振興を図るため、本郷老人福祉セン
ター、新鶴高齢福祉センターを設置した。

本郷老人福祉セン
ター（町職員、社会
福祉協議会職員）
新鶴高齢者福祉セ
ンター（社会福祉協
議会職員）

指定管理者による管理により、経費面
の削減が図られ、より効率的な運営を図
ることが可能となる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

116 120 保育所入所児童委託事業 健康福祉課

旧会津高田町において、公立の保育所だけでは保育入
所希望者を受け入れることが困難であったため、町の保
育業務について高田幼児保育園に委託する業務を行う

入所を希望している
保護者・児童

保育に欠ける状態を補い、安全で安心
してこどもを預けることができるようにす
る

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

平成２２年度継続入所申込受付の際の書類
等のチェックをできるかぎり委託先に依頼す
ることにより、その後の審査・保育料決定業
務などを円滑に行う

継続入所申込受付の際の書類等のチェックをでき
るかぎり委託先に依頼することにより、その後の審
査・保育料決定業務などを円滑に行う

117 121 乳児医療費助成事業 健康福祉課

社会保険等加入者について、契約医療機関等は現物給
付方式、契約外医療機関等は償還払い方式により、医
療費の一部と入院時食事療養費（自己負担分）を保護者
に助成。

会津美里町に住所
を有する社保乳幼
児、児童及び生徒。
入院時食事療養費
（自己負担分）があ
る国保乳幼児、児童
及び生徒。

医療費の一部をその保護者に助成する
ことにより、疾病又は負傷の治癒を早期
に促進し、保健の向上に寄与する。

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性）

各種検診、予防接種、各種事業等と協力しな
がら、食育や生活習慣の重要性を、対象者に
周知して浸透させ、病気に対する抵抗力をつ
ける健康な体づくりを進める。

各種検診、予防接種、各種事業等と協力しながら、
食育や生活習慣の重要性を、対象者に周知して浸
透させ、病気に対する抵抗力をつける健康な体づ
くりを進める。

118 122 ふくしま多子世帯保育料軽減事業 健康福祉課

同一世帯において、１８歳以下のこどもが３人以上いる
場合において、３番目以降のこどもが保育所に入所し、
かつ保育料が発生している場合において、保育料の２分
の１もしくは４分の１を補助する事業

１８歳未満のこども
が３人以上いて、か
つ３人目以降のこど
もが保育所に入所し
保育料を支払ってい
る世帯の世帯主

支払う保育料の２分の１（もしくは４分の
１）を補助する

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性）

各種検診、予防接種、各種事業等と協力しな
がら、食育や生活習慣の重要性を、対象者に
周知して浸透させ、病気に対する抵抗力をつ
ける健康な体づくりを進める。

各種検診、予防接種、各種事業等と協力しながら、
食育や生活習慣の重要性を、対象者に周知して浸
透させ、病気に対する抵抗力をつける健康な体づ
くりを進める。

119 123 子育て支援給付金事業 健康福祉課

次代を担う子どもの誕生を祝うとともに、子どもの健やか
な成長と福祉の増進を図るため、第3子以降を出産した
保護者に10万円を支給する。

第３子以降の子を出
産した保護者　　た
だし、以下のすべて
に該当する保護者
父または母が住民
基本台帳に記載され
てから1年以上経過
した者/当該出生児
の住所が本町にあ
ること/申請時、世帯
に町税等の滞納が
ないこと。

保護者の子育て不安や負担感の軽減を
図り、少子化を抑制する。

①適切
②適切
③適切
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（公平性）

第1子からの支給など。

120 124 ひとり親家庭医療費助成事業 健康福祉課
ひとり親家庭のうち所得の低い家庭及び父母のない児
童に対し医療費の一部を助成することにより、その健康
と福祉の増進及び生活の安定をはかる。

ひとり親家庭のうち
所得の低い家庭及
び父母のない児童
18歳未満の児童とそ
の母又は父

医療費の助成をすることにより、ひとり
親家庭の福祉の向上に寄与する

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

システム導入による台帳、履歴管理をするこ
とにより給付事務を円滑に行う。

システムとの調整

121 125 児童遊園地管理事業 健康福祉課

地方自治法の規定に基づく、児童の健全育成とレクリ
エーションの向上に寄与するため、児童公園を管理す
る。

児童遊園地 安心して遊べる環境

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

122 126 保育所管理運営事業 健康福祉課 保育所の適正な管理運営を図る
保育に欠ける世帯
の幼児

保育に欠ける状態を補い、安全で安心
してこどもを預けることができるようにす
る

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

平成２２年度継続入所申込受付の際の書類
等のチェックをできるかぎり委託先に依頼す
ることにより、その後の審査・保育料決定業
務などを円滑に行う

継続入所申込受付の際の書類等のチェックをでき
るかぎり委託先に依頼することにより、その後の審
査・保育料決定業務などを円滑に行う

123 127 児童館運営事業 健康福祉課

放課後の児童の遊び場、安全な居場所を提供し、特に、
就労等により昼間保護者のいない家庭の小学校低学年
児童を対象に児童健全育成事業を行っている。また、.就
学前の幼児及び保護者の交流、情報交換の場である母
親クラブを実施している。

1.高田小学校の児童
2.放課後等において
保護者がいない家
庭の低学年児童
3.共働き等の保護者
4.就学前の児童及び
その保護者

1.放課後等において安全に過ごす
2.保護者が働いている間、安全に過ごす
3.安心して働くことができる
4.子育て中の仲間ができる。不安や悩
みが軽減される

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（公平性）

利用料金の徴収について検討する必要があ
る。

放課後子ども教室と連携を検討する。

124 128 アメリカシロヒトリ防除事業 町民生活課
庭木・街路樹等の被害を防止するため、地区で行う防除
活動に対し薬剤代を半額助成する。

希望する地区
病害虫を防除するため、アメリカシロヒト
リ消毒を実施する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
防除機の老朽化に伴い故障が多くみられるように
なり、日程調整に不都合が生じるため更新（２台）
が必要である。
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
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125 129 保健協力員連絡会開催事業 健康福祉課

保健衛生事業の住民との緊密な連絡及び健康相談、各
種検診、健康相談等への協力など町保健事業への協力
を依頼し、事務の円滑化を図る。

行政区(自治区)
各世帯へ保健事業の情報を確実に伝
え、各種保健事業への参加を促す

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
担当世帯数の多い2地区について、協力員を
増員した。

126 130 健康づくり推進協議会開催事業 健康福祉課
町健康づくりに関する重要事項について、町長の諮問に
応じ調査審議する会議

町民の健康づくり計
画内容審議、健康づ
くり事業内容の審議

内容を審議し、住民が健康で長生きす
るための内容を調整。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
平成20年度からの継続で健康増進計画を策
定し、計画の推進状況や効果等の検証を行
うこととしている。

127 133 あいあいサークル運営事業 健康福祉課

精神に障害を持つ者の社会適応を図るため、仲間との
ふれあいの場の提供、グループ体験などを通して社会復
帰の支援活動を行う。

回復途上(閉じこもり
傾向)にある精神障
害者で、　医師の判
断により参加可能な
精神障害者

日常生活技能を高める訓練の場を提供
することで、精神障害者が社会復帰する
ことを支援する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

128 136
食生活改善推進員会補助金交付事
務

健康福祉課

町事業の、食をとおした健康づくり事業に協力する任意
団体である食生活改善推進員会へ活動補助金を交付す
る。

食生活改善推進員
会

食をとおした健康づくり事業について協
力するボランティア団体を支援し、住民
が望ましいしょく食習慣ができるよう間
接的に支援する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

会の運営費だけでは、教室の材料代や消耗
品が賄いきれないことから、町事業への協力
時に際しては、報償費として謝金を支払うこと
とした。

129 137
へき地療養者交通費助成金交付事
務

健康福祉課

へき地指定地域(東尾岐地区)から町内の医療機関へ通
院する患者の負担を軽減するため、デマンド交通費分の
交通費を助成する。

へき地指定区域住
民(東尾岐、旭の一
部)で町内の医療機
関へ通院する方

遠距離地区の住民が気軽に医療機関を
受診できるようにし、早期治療を実施す
るとともに通院者の負担を軽減する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

130 138 保健センター維持管理事業 健康福祉課
町民の健康保持及び増進を図るため、各種検診業務、
健康相談などの健康づくり業務を行う施設で、そそ施設
を不便なく安全に利用できるよう管理する。

施設
利用者が安全に不便なく利用できるよう
にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

131 139 不法投棄物防止監視員配置事業 町民生活課

不法投棄監視員を置き、不法投棄に関する調査、町へ
の通報、不法投棄を行った者又は行おうとしている者に
対する不法投棄抑制のための指導助言をおこなう。

町内全域の不法投
棄物

監視、指導、処理の徹底により抑制す
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
①４月から５月の不法投棄量が多いことか
ら、職員による降雪前のパトロール強化。

132 140 畜犬登録及び狂犬病対策事業 町民生活課
犬の登録、狂犬病予防注射を実施し、狂犬病の発生及
びまん延を防止する。

犬（町内での犬の所
有者及び飼い主）

引き起こす狂犬病の予防とまん延を防
止する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
広報誌での登録・狂犬病予防注射接種・飼い
犬のマナーを掲載。予防注射未接種の飼い
主に対する催告。

133 141
ごみステーション設置費補助金交付
事務

町民生活課

家庭から出るごみの適正排出及び、ごみの散乱を防止
するために、ごみステーションを設置した地区に対し、事
業費の３/４(100千円を限度）を補助する。

ごみステーションを
設置した地区

ごみの散乱を防止すると共に廃棄物の
適正排出促進を図る。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

広報誌の掲載数を増やしたり、直接区長へ通
知することにより制度の周知徹底を行う。

134 142
生ごみ処理機等購入補助金交付事
務

町民生活課

家庭から出るごみの減量化及び再生利用を推進し、生
活環境の向上を図るため、生ごみ処理機等購入者に対
し,事業費の１/２を補助金する。

一般家庭（家庭用の
生ごみ）

生ごみの減量及び再利用を推進するた
めに生ごみ処理機等を導入する。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

広報誌の掲載数を増やすなど、制度の周知
徹底を行う。

135 143 犬猫等処理事業 町民生活課
飼い主不明の犬・猫等の死体について、回収・処分を行
う。

飼い主不明の犬・猫
等の死体

回収し、適正に処理する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

136 144 不法投棄物処理事業 町民生活課

道路、河川、山林等に不法に投棄された廃棄物の回収・
処分を行うことにより、不法投棄をされないきれいな環境
づくりいな環境づくりを行う。

不法投棄物 適正に処理する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

137 145 廃棄物収集運搬事業 町民生活課

一般廃棄物の収集運搬内容及び収集日を決定し、家庭
から排出される廃棄物を適正に収集運搬する。廃棄物
の収集運搬業務が、円滑に遂行されるよう管理監督す
る。

家庭から出される一
般廃棄物。

委託事業者により適正に処理される。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

138 146 内堰土砂収集事業 町民生活課
本郷地域市街地において、住民参加により集中的に行う
堀や側溝等の清掃時に排出される土砂や廃棄物を処理
する。

本郷地域３２行政区
（１区から３１区まで
11.12.17.26.28区を除
く）

住民参加による側溝等の一斉清掃を実
施することにより、景観及び環境衛生の
向上を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

139 147 資源物回収奨励金交付事務 町民生活課
町内の子供会・PTAその他これらに類する団体で資源物
回収を実施した場合に奨励金を交付する。

町内の子供会・PTA
その他これらに類す
る団体で資源物回
収を実施する団体。

再生利用可能な資源物の回収を積極的
に行う。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

140 148
合併浄化槽設置整備費（個人設置
型）補助金事業

上下水道課

高田・本郷地域において、合併処理浄化槽の計画的な
整備を図り、し尿と雑排水を併せて処理することにより、
生活環境の保全及び公衆衛生の向上に寄与することを
目的に、平成10年度より補助をしている。

高田・本郷地域の下
水道事業認可区域・
農業集落排水事業
実施区域(寺入・関
山地区)以外の区域
であって、専用住宅
(店舗併用の場合に
は住宅部分の面積
が2分の1以上)に合
併処理浄化槽を設
置する方

・単独浄化槽、汲取りトイレからの設置
替えの促進
・雑排水の未処理放流の減少

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④適切

目的再設定

・公共下水道・農業集落排水事業の認可・実
施区域外及び山間部に対する水洗化整備を
促進するため、補助を実施し水洗化向上・環
境保全に努める必要がある。
・合併処理浄化槽のメリットを広報等に周知
し、水洗化率ＵＰを図る。　・補助制度につい
て広報等に記載し利用していただくようにＰＲ
していく。

・公共下水道・農業集落排水事業の認可・実施区
域外及び山間部に対する水洗化整備を促進する
ため、補助を実施し水洗化向上・環境保全に努め
る必要がある。
・合併処理浄化槽のメリットを広報等に周知し、水
洗化率ＵＰを図る。　・補助制度について広報等に
記載し利用していただくようにＰＲしていく。
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

141 149 農業委員運営事務 農林課 農地法、農業基盤強化法に基づく権利の移動 　農業委員 農業委員会の円滑な運営

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性）

旅費、需用費の削減

142 150 農事組合長謝礼支給事務 農林課
農事組合長を委嘱し、町と農家との連絡及び地域農業
の活性化を図る。

・農事組合長
・町内の農家

町から農家への連絡事項を周知する。
また、農家から町への連絡を滞りなく行
う。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
農家数が減少しているため、農事組合を解散
するところも出てきている。農事組合の現状
を維持していく。

143 151 資源循環型農業推進事業 農林課 堆肥化施設建設に向けた調査及び整備（H18～H24)
有機性資源物（生ご
み、畜糞、もみがら、
剪定枝）

良質な「堆肥」を生産する

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
「堆肥化施設」システムの再検討を図り事業
費の削減が可能か否か検討作業を行う。

平成２１年度再検討結果を踏まえて改善策を検討
する。

144 152
グリーン・ツーリズム促進事業補助
金交付事務

農林課
会津美里町グリーン・ツーリズム協議会への活動補助事
業として取り組んでいる。

①会津美里町グリー
ン・ツーリズム協議
会会員及びグリー
ン・ツーリズム町民
(農業者等)。
②グリーン・ツーリズ
ム活動。

①グリーン・ツーリズム等活動を促進し、
都市住民との交流と新たなアグリビジネ
ス商品の開発を図る。
②交流を通じた農産物等の販売促進。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

①　協議会の進むべき方向性を再検討すべ
きではないとの意見もあるが、協議会そのも
のの閉塞感打破を　図るため、会員とともに
協議会の方向性を再検討する。
②　広域連携組織の設立に向け関係市町村
と連携を強化。

関係市町村とともに広域連携組織の設立を目指
す。

145 153 病害虫駆除事業(野ソ） 農林課
農作物の被害を最小限にとどめるため地区で行う防除
活動に対し薬剤代を半額補助する。。

農事組合
農作物の被害を防止して農業の意欲を
高める。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

146 154 有害鳥獣駆除事業 農林課
農作物の被害を最小限にとどめるため有害鳥獣捕獲隊
を編成し、捕獲・駆除活動を支援する。

町民（農家）
生活環境・農林水産業又は生態系に係
る被害防止を図るための活動を支援す
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

147 155 農産物加工品コンテスト事業 農林課
広く町民からアイディアを募集し、新たな特産物の商品
開発を行う。

地場農産物等
地場産品による新たな特産物の創設と
商品化

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

民間企業とのタイアップを計画しており、商品
化の出口を含めた事業展開を行う。

商品化された加工品の特産化を図る。

148 156
農業用廃棄物処理事業補助金交付
事務

農林課

会津みどり農業協同組合が行う町内の各農家から排出
される農業用廃プラスチック類の回収処理事業に対し、
予算の範囲内で農業用廃プラスチック回収処理事業補
助金（事業費の１／３）を交付し、環境の保全、農業の振
興、特に施設園芸の振興拡大を図る。

・農家
・自然環境

・自然環境廃棄物処理用の軽減による
農業の振興
・廃棄物の適正回収による自然環境の
保全

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 多くの人へのPR 多くの人へのPR

149 157 農産物直売所設置補助金交付事務 農林課
簡易な農産物等直売所を設置する場合、町内に居住す
る農業者３名以上で構成する団体に対し、補助金を交
付。

農業者３名以上の団
体

①地産地消の推進。
②農業経営の安定と所得の向上。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業の統廃合・連携
補助事業の周知を図るため、他の町単独補
助事業と併せたパンフレットを各戸へ配布。

平成２１年度の事業内容を検討し、改革・改善を図
る。

150 158 水田農業構造改革対策事業 農林課

水田農業構造改革対策（注）を円滑に実施するため、水
田における転作に対して町独自の補助金を交付する。
（注）地域の特色ある水田農業を展開し、経営の安定及
び発展を図る。

前述対策を実施する
農家

前述対策に参加する農家を増加させる

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

国からの転作に対する予算が年々減少して
いるので、国政策の動向を踏まえ、確実な生
産調整を維持できるよう、転作のメリット（助
成金）を周知していく。

国からの転作に対する予算が年々減少しているの
で、国政策の動向を踏まえ、確実な生産調整を維
持できるよう、転作のメリット（助成金）を周知してい
く。

151 159 農道管理事業 農林課
農作業の効率化及び集出荷等の安定供給するため、農
道の維持管理を行なう。

農道
農道を維持補修し、農業者の作業及び
出荷等に係る通行の安全を確保する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

152 160 農村公園維持管理事業 農林課 2次評価実施事務事業

153 161 長尾地区水田均平事業 農林課

長尾地区は、団体営農地造成事業で昭和４３年～昭和４
５年にかけて受益面積４１．２３haの整備を行った。昭和
５３年より旧新鶴村において全ての水田について転作を
依頼しており、休耕転作によって荒廃した水田について
は旧新鶴村において完全に復旧する旨約束しており、稲
作栽培に支障をきたす水田の湛水均平作業と畦畔の補
修を行う。

長尾地区の水田 水田機能の回復

①適切
②適切
③適切
④適切

目的再設定
今後の営農計画を策定し、事業終期時期を
決定する。

事業終期時期を決定する。

154 162
農業用排水路維持管理事業補助金
交付事務

農林課

農業用施設管理者が地区等において管理している農業
用用排水路、ため池及び生活用道路等を除く農作業用
道路等の施工する施設の改修及び国県の補助対象以
外の災害復旧に係る工事費について、地区の負担軽減
のため事業費の一部を補助する。

農業用施設管理者
が地区代表者（代理
土地改良区）

農業施設の不具合の改修等

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

土地改良区並びに地域の協力のもと、全町
的な農業施設の点検を実施すべきである。

全町的な農業施設の総点検を実施し、国県等の補
助事業での実施等検討する。

155 163
新農業水利システム保全対策補助
金交付事務

農林課

農業水利施設における管理の省力化を推進する観点か
ら、施設の機動的な更新・整備を行い、新たな農業水利
システムの構築と施設機能の保全を一体的に実施に係
る工事費について、地区の負担軽減のため事業費の一
部を補助する。

土地改良区 農業水利施設における管理の省力化

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 事業完了年度まで現在のまま実施する。 事業完了年度まで現在のまま実施する。

156 164 国土調査事業 農林課
国土の開発及び保全並びにその利用の高度化に資する
とともに、あわせて地籍の明確化を図るため調査する。

調査対象土地 地籍の明確化を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
認証遅延地区の解消に要する時間が多いた
め、新規地区の調査で一筆地調査の一部を
外部に委託し、効率性を図る。

認証遅延地区の解消に要する時間が多いため、
新規地区の調査で一筆地調査の一部を外部に委
託し、効率性を図る。

157 165 農業体験学習農場維持管理事業 農林課

・農業体験学習農場の維持管理。
・子供から大人まで、農業とふれあう機会を創設し、地域
農業経営の改善の研修の場及び果樹樹勢試験等の調
査及び児童生徒等の農業体験学習の場として活用を図
る。

児童・生徒等町民全
般、農家等

児童・生徒等の農業に対する意識を向
上させる。
農業生産技術の向上を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
体験の内容を検討し、より濃い内容としてい
く。

農機具等の対応年数が越えている事から、更新の
検討を行う。
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158 166
農村環境改善センター維持管理事
業

農林課
農業経営及び農家生活の改善合理化並びに地域住民
の連帯感の醸成と健康増進を図り、農村の環境改善を
推進するために施設の利用提供を図る。

町民
地域住民の連帯感の醸成と健康増進を
図り、農村の環境改善を図る。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

目的にあった利用を増やすため広報等での
周知を図る。

目的にあった利用を増やすため広報等での周知を
図る。

159 167 構造改善センター維持管理事業 生涯学習課

農業経営及び農家生活の改善合理化並びに地域住民
の連帯感の醸成と健康増進を図り、農村の環境改善を
推進するために施設の利用提供を図る。

町民

・研修を通じて地域住民の交流と親睦を
深める
・住民の連帯感の醸成と活力ある農村
社会の形成を図る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

目的にあった利用を増やすため広報等での
周知を図る。

目的の利用と社会教育的分野の利用の重複を防
ぐ。

160 168 森林環境交付金事業（基本枠） 農林課

平成１８年度からの、県森林環境税を原資とし、町に児
童生徒数割、森林面積割による事業費が配分され、森
林観察教室、炭焼教室、木工クラフト教室など森林環境
学習などに活用している。

町内小中学校の児
童・生徒

森林環境学習の各種事業を通じて、森
林の持つ多面的機能を理解し、森林の
大切さを学ぶ。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

各学校において、バス予約を早めに行い、ス
クールバスをできるだけ活用し、バス借上げ
代等を最小限に抑える。

161 169 森林整備地域活動支援交付金 農林課

森林施行計画の計画的かつ適切な森林整備の推進を
図ることを目的として、森林施業活動を支援するため、実
施する森林所有者等に対し予算の範囲内で交付金を交
付する。

森林施業計画に基
づいた森林所有者
並びに森林

施業実施活動を支援し森林整備に対す
る意欲向上につなげ、適切な整備を図
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

162 170
松くい虫被害木伐倒駆除補助金交
付事務

農林課

宅地・墓地内における松くい虫被害木から松くい虫によ
る被害が拡大するのを防ぐために、松くい虫による被害
を確認後、申請してもらい、決定通知後に見積りを徴収
した業者によって被害木を伐倒駆除してもらう。事業終
了後に費用の半額を町に請求し補助する事業。上限額
は５万円。

宅地及び墓地等に
松くい虫被害木があ
る土地所有者

松くい虫による被害拡大を防ぎ、被害を
最小限に抑えたい。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

廃止 より安い業者から見積を徴してもらう。

163 171 町単独間伐事業補助金交付事務 農林課

木材価格が低迷しているため、間伐が必要な森林に対し
て、事業費の１０％を補助することにより、森林所有者の
負担を軽減し、森林保全意欲を高め、良質な木材を生産
することを目的とする。

間伐が必要な森林
所有者

間伐をすることにより森林の保全機能を
高め、健康な森林づくりを進める。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

森林組合等に要間伐森林の調査を行ってもらいな
がら、対象者がこういった制度を活用してもらえる
よう説明していく必要があり、事業規模に応じて予
算をつける必要がある。

164 172 森林病害虫等防除事業 農林課
第３次松くい虫被害対策事業推進計画に基づき守るべ
き松林を病害虫による被害と拡大防止のため、伐倒駆
除、くん蒸処理、地上散布を行う。

病害虫等による被害
木

伐倒駆除や地上散布により、被害拡大
を防ぎ被害範囲を最小限に抑えたい。

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

現状維持

165 173 林道作業道管理事業 農林課

林道パトロールを実施し、現況を確認したうえで不陸整
正（重機借上により路面を整形）や、敷砂利の補充、林
道施設の修繕等を実施する。また、路肩の刈払、側溝清
掃等も愛護団体等へ委託する。

林道、作業道
林道等を支障なく安全に通行できるよう
にする。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

事業自体はコスト削減が進んでおり、成果を
落とさないためにも現状維持とするが、類似
事業との連携や事務分担の見直しにより効
率性は改善する余地がある。

事業自体はコスト削減が進んでおり、成果を落とさ
ないためにも現状維持とするが、類似事業との連
携や事務分担の見直しにより効率性は改善する余
地がある。

166 174 林道用地分筆登記事業 農林課

林道芦沢線の林道用地は、地権者から買収しているも
のの分筆登記が済んでおらず、また、保安林の解除申
請も必要な箇所もあるため、林道用地の測量と分筆登記
を委託する。

林道用地 当該用地を測量し、分筆登記する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

事業自体はコスト削減が進んでおり、成果を
落とさないためにも現状維持とするが、土地
所有者の高齢化に伴う事務量の増加を考え
ると、今後の検討事項として事業費の増加は
必要であり、これにより効率性の改善も図ら
れる。

事業自体はコスト削減が進んでおり、成果を落とさ
ないためにも現状維持とするが、土地所有者の高
齢化に伴う事務量の増加を考えると、今後の検討
事項として事業費の増加は必要であり、これにより
効率性の改善も図られる。

167 175 林道改良事業 農林課
平成２１年度に採択された森林居住環境整備計画（会津
地区）に基づき、林道市野大内線の法面改良工事を発
注する。

林道法面
超厚層基材吹付工等により法面を改良
する。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

事業採択時点で十分にコスト削減（縮減）を
検討しており、森林居住環境整備計画におけ
る事業費削減はないものの、人員配置や事
務分担の見直しにより、業務時間の削減は
可能と考えられる。

事業採択時点で十分にコスト削減（縮減）を検討し
ており、森林居住環境整備計画における事業費削
減はないものの、人員配置や事務分担の見直しに
より、業務時間の削減は可能と考えられる。

168 176 林道開設事業 農林課
平成２１年度に採択された森林居住環境整備計画（会津
地区）に基づき、林道駒谷席山線の林道開設工事を発
注する。

林道
開設工事により、新設林道として整備す
る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

事業採択時点で十分にコスト削減（縮減）を
検討しており、森林居住環境整備計画におけ
る事業費削減はないものの、人員配置や事
務分担の見直しにより、業務時間の削減は
可能と考えられる。

事業採択時点で十分にコスト削減（縮減）を検討し
ており、森林居住環境整備計画における事業費削
減はないものの、人員配置や事務分担の見直しに
より、業務時間の削減は可能と考えられる。

169 177 蓋沼森林公園管理事業 農林課

蓋沼森林公園の公園の管理・予約業務・各種施設の修
繕など、来園者への安全確保及び利便を図る。また、公
園内にある施設及び自然を活用し、地元の児童などへ
の森林環境学習や森林ボランティア団体の活動拠点とし
ての活用

公園

町民はもとより、県内外の方に蓋沼森林
公園の良さを実感してもらい、自然に触
れる機会を提供することで森林に親しん
でもらう。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

維持管理に必要な道具等を整備し、管理人
による作業内容の幅を拡大し、作業効率及び
効果の向上を目指す。

170 178 白鳳山公園維持管理事業 農林課
白鳳山公園の管理・各種施設の修繕など、来園者への
安全確保及び利便を図る。

公園
　来園者に整備された白鳳山公園に来
てもらうことにより自然のすがすがしさを
実感してもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

171 179 商業まちづくり基本構想策定事業 商工観光課
町の商業振興と適正な土地利用について、一体的に取
り組むための基本的な方針を定めるため、小売商業施
設の適正な配置を推進することを目的に計画する。

町、町民、小売業者
等

町の特色と現状を踏まえ、町民の価値
観やライフスタイル、まちづくりに対する
住民意識の変化に対応

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
具体的な事業展開を図るため、会津美里町
商業まちづくり基本条例を制定

各商業地区の地区推進計画を策定

172 180 勤労者互助会補助金交付事務 商工観光課

会津高田・会津本郷・新鶴の各地域にある事業所に勤
務する労働者、事業主等の福利厚生の増進を図るた
め、補助金を支出した。

全町民
中小零細事業所に働く労働者の福祉及
び融資事業の推進、快適な労働環境の
創出

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
勤労者互助会への加入事業所や会員の増
加を図る取り組みを事務局に働きかける。

勤労者互助会への加入事業所や会員の増加を図
る取り組みを事務局に働きかける。
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173 181 中小企業融資利子補給金交付事務 商工観光課
中小企業者の設備の近代化、経営の合理化等を促進
し、経営の安定を図ることを目的とした各融資制度の償
還利子について、町が1/2を補助する。

会津美里町中小企
業振興資金、国民生
活金融公庫資金、福
島県商工業協同組
合融資資金の融資
をうけた、町内中小
企業及び商工会会
員。
　なお、一人当りの
借入合計額が1千万
円以下で5百万円ま
でを対象とする。

経費の負担減に寄与することにより、一
層の経営基盤の安定化を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
景気の動向を勘案しながら、継続して事業を
実施するとともに、借入金の合計額の上限を
撤廃し、利子補給期間を5年に拡大する。

景気の動向を勘案しながら、継続して事業を実施
する。

174 182
会津本郷焼振興事業補助金交付事
務

商工観光課
伝統産業である会津本郷焼の振興に資するための事業
経費に対し、補助金を支出した。

会津本郷焼窯元及
びその従業員

会津本郷焼の振興及び活性化

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
会津本郷焼事業組合未加入の窯元への振
興策について一考を要す。

会津本郷焼事業組合の活動内容を精査し、会津
本郷焼の振興策について協議していく。

175 183 商工振興事業補助金交付事務 商工観光課
中小企業の振興を図ることを目的とした各支援事業の一
部について、町が補助する。

高田・本郷・新鶴地
域の各商工会

各商工会の健全な財政運営を図る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

現状維持
商工会に対し、事業運営の健全化に向けた
補助金の適正運用指導を実施するとともに、
商店街活性化に向けた協議を行っていく。

商工会に対し、事業運営の健全化に向けた補助金
の適正運用指導を実施するとともに、商店街活性
化に向けた協議を行っていく。

176 185 生涯学習施設維持管理事業 商工観光課

会津工業高校本郷分校の平成１１年３月閉校により、地
元協議の結果、生涯学習施設として位置づけられ、体育
館は公民館が、校舎を商工観光課が管理することとなっ
た。施設内の備品については無償譲与され、台帳整備
がされている。

生涯学習施設 現状維持

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

現状維持
統合小学校建設のために、跡地を利用する
ことが決定されたことに伴い、２１年度を以っ
て管理業務を終了する。

管理業務は無い。

177 186
若松たばこ販売協同組合会津美里
地区補助金交付事務

商工観光課
たばこ販売の促進等の事業経費に対し、補助金を支出
した。

会津美里町たばこ販
売組合会員及び町
民

たばこ販売の促進

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
健康への注意を促しながら、たばこ販売の促
進が図られるよう支援する。

前年度同様支援する。

178 187
活力ある商店街支援事業補助金交
付事務

商工観光課
空き店舗対策として新規創業をした入店者に対し、間接
補助事業者を通じ家賃補助を実施した。

会津美里振興公社、
新規創業をした入店
者

創業者に対して自立力を促し、運営の
継続性を高める。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 平成20年度と同様、補助支援していく。
県からの補助が現在の物件について、平成21年度
で終了となるため、新規創業を考えている者に対
し、制度活用を周知していく。

179 188
産学官連携推進事業補助金交付事
務

商工観光課

①民間企業のもつ効率の良い経営手法、販売能力　②
大学等がもつ研究成果や教授の知識・経験、学生のパ
ワー　③行政の公的な住民サービス、政策を結びつけ、
単独では出来ない面をカバーし、共同で効果を生み出し
地域や社会の発展を図る。

会津本郷焼窯元
加飾曜変天目を会津本郷焼に活かし、
新しい商品を生み出す。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

産学官連携推進としては今年度計画はない。
ふるさと雇用再生特別基金事業（コミュニティ
ビジネス創出事業）でＨ２１～Ｈ２３に取り組
む。

要綱を改正し、対象事業をセラミックのみとしない。

180 189
水と土と風の芸術祭補助金交付事
務

商工観光課

県地域づくりサポート事業で平成１９年度より実施。会津
本郷焼の芸術性をより高揚させるため、商工会が主催す
る瀬戸町界隈の空き店舗や公園をひとつの芸術エリアと
した「風と土の芸術祭」を支援する。

町民及び観光客

本郷地域の瀬戸町地区は、焼物の町で
ある。この生活空間及び文化は独特の
ものである。このような地域性をアピー
ルし、町民の理解及び観光客へのPRに
繋げる。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

商工会が合併したことにより、芸術祭の開催
について広く周知を図り、誘客に努める。

補助事業から対象外とされた場合の対応。

181 190 県信用保証協会貸付金事務 商工観光課
本町において制定している制度資金の活用を促すため
の事業である。

負担金納付先は福
島県保証協会だが、
実質対象者は町内
中小企業者

町内中小企業者の設備の近代化、経営
の合理化を促進するために資金の融資
を行い、経営の安定を図ることを目的と
している。資金融資に必要な信用保証
料の低減を図り、制度資金の積極的な
運営に資する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

当面は現状維持を図るが、市町村により支援
状況が異なることは本町イニシアチブを阻害
しかねないため、状況を分析しながら改善し
ていく。

前年度同様

182 191 街路水銀灯電灯料補助金交付事務 商工観光課 2次評価実施事務事業

183 192 物産振興協会補助金交付事務 商工観光課

町内地場産業の育成と特産品の振興を図ることを目的
とした販路拡大事業や販売促進事業にかかる経費の一
部について、町が補助する。

物産振興協会会員
会員数の増加と地場産品の販路拡大を
図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業統廃合・連携
会津美里町観光協会との統合について検討
していく。

会津美里町観光協会との統合について検討してい
く。

184 193 ヒルクライム大会参加者報償事務 商工観光課 大会参加者に対して、会津本郷焼を参加賞として配る。 参加者 会津美里町を知っていただきたい

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

目的再設定
大会参加者は年々増加し、町の観光PRを兼
ねて会津本郷焼の湯飲みを参加賞として配
布しているが、内容の検討をする。

参加賞の内容について検討する。

185 196 ふるさと観光物産館管理運営事業 商工観光課
観光案内、磁場産品、特産品等の展示及び販売、飲食
物の提供等により地域の振興と活性化を図る。

利用者 利用者の増加

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（効率性）

事業内容及び方法について検討 事業内容及び方法について検討

186 197 ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ管理運営事業 商工観光課

観光産業及び地場産業の振興による地域経済の活性化
を図るほか、地域社会の文化の向上及び町民の福祉の
向上を図る。

観光客 利用の増加

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業のやり方改善
（有効性）

観光協会業務の見直しと観光客誘客活動の
強化

高田地域に開設予定のインフォメーションセンター
との連携

187 198 町観光対策事業補助金交付事務 商工観光課
会津美里町観光・イベント事業を開催し、観光事業の推
進を図るため、観光協会に対して補助金を交付する

住民や観光客
観光協会の組織強化を図り、観光客を
増やす

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

観光協会業務の見直し 観光協会業務の見直し

188 199 会津美里町観光誘客促進事業 商工観光課

会津美里町の｢観光資源」を、｢観光商品」に向上させる
ことで、観光誘客を図る。誘客策として、旅行ＡＧと連携
する商品造成、旅行ＡＧから、受入側の体制課題助言に
対する体制整備の構築、広域連携を通した周遊型観光
の企画・実施。

･首都圏の在住者
・旅行ＡＧ
・観光機関従事者及
び町民

・観光誘客
・旅行ＡＧ主催のツアーに設定
・受入整備の必要性を認識していただ
き、実践していただく

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
観光ボランティアガイドの育成等受入体制の
整備に努める

観光資源の掘り出し及び有効活用を図り、ふるさと
雇用再生基金事業により観光商品の開発を行う。
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№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

189 200 桜植栽管理委託事務 商工観光課

会津の代表的な観光地である「大内宿」との連絡道路で
ある、県道１３１号線(通称氷玉峠）沿線に植栽されてい
る桜の下草狩り管理事業を委託している。

大内宿を訪れる観光
客

会津美里町に誘導し、観光を楽しんでい
ただく。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

緊急雇用事業により、担当課等管理の草刈
作業を計画的に実施。

氷玉峠だけでなく、草刈作業をトータル的に捉え計
画的な作業日程により無駄を省く。

190 201 観光案内看板設置事業 商工観光課 観光駐車場へ誘導するための看板設置 観光案内看板 観光客に見やすく分りやすいものにする

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

観光案内看板の設置箇所の調査を行い、整
備に向けた準備をする。

既存看板を見直しを行い、不要なものを撤去しな
がら、再整備を行う。

191 202 企業誘致促進事業 商工観光課 高田工業団地、新鶴工業団地への企業誘致活動

企業立地計画があ
ると考えられる優良
企業
工業団地へ立地して
いる企業

工業団地に工場を立地してもらい、工業
団地内の分譲地を完売し、雇用の確保
を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
企業立地成功報奨金制度の創設により、企
業立地推進員を委嘱し、より多くの企業立地
情報の収集に努め、早期売却を図る。

分譲価格の見直し、優遇制度の拡充

192 203 工業団地維持管理事業 商工観光課
高田、新鶴工業団地の未売却地、高田工業団地公園の
照明灯、水道施設等の維持管理

工業団地 工業団地の環境美化、景観保持

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

193 204 温泉施設維持管理事業 商工観光課

温泉施設の維持管理業務　　　（施設名　・本郷温泉湯
陶里　・高田温泉あやめの湯　・新鶴温泉健康センター・
ほっとぴあ新鶴）　計４施設

温泉施設
来館者が安全・快適に施設を利用でき
るような状態に維持管理する

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

温泉施設の指定管理期間が平成２２年まで
のため、具体的な改善については、平成２３
年度以降から実施

平成２３年度以降
※温泉施設について、廃止を含めた検討を行い、
存続をすることが前提
①施設を目的にあった区分を行う。（高田温泉あや
めの湯　老人福祉へ）　　②施設修繕事務を指定
管理委託業務に含む。

194 205 道路維持管理事業 建設課 町道（歩道）の維持管理補修（道路修繕、除草等）
通行人
通行車両

安全な通行を確保する

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
住民の苦情等に対して迅速に対応した。
老朽化した舗装面では、補修で対応できない
場合がある。

老朽化した舗装道を新しく舗装しなおす必要があ
る。

195 206 川原町排水路汚泥処理事業 建設課
川原町地内から流入する雑排水を沈殿槽に沈殿させ上
水を河川に放流する。

市街地からの雑排
水

流水のごみや雑物を沈殿槽に沈殿させ
雑物を取り除く。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

下水道加入及び家庭内合併浄化槽の全戸設
置により事業を廃止することができる。

下水道への加入を推進する。

196 208 道路照明・街路灯設置事業 建設課
人と車の安全で快適な移動を支える道路交通環境の整
備

道路利用者（町道を
通行する車輌及び
人）

安全で安心できる状態で通行できる状
態にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 電気料の一部地区負担

197 209 町道除雪事業 建設課

冬期間の道路交通の確保のため、町道及び県道委託路
線の除雪を直営及び民間委託により実施し冬期交通の
安全確保に努めた。
　○除雪路線　・町道　104.1ｋｍ　・その他路線　109.6ｋ
ｍ　・歩道　17.6ｋｍ
　○県道除雪受託路線　・7路線　36.1ｋｍ　・歩道１１路
線　31.5ｋｍ
　○民間委託路線　・高田地域（１業者）　4.5ｋｍ　・本郷
地域（２業者）17.5ｋｍ

通行人、通行車両

町道、県道（受託路線）の除雪を実施し
て、冬期間の円滑な交通の確保を図り、
地域格差をなくして産業経済活動と住民
生活の安定に寄与する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
昨年に引き続き民間委託を活用し狭い町道
の除雪路線を増やした。

除雪オペレータが高齢化しているので、後継者の
育成を図っていく。

198 210 消雪施設管理事業 建設課

町道・県道の消雪施設の維持管理及び降雪期間の管理
操作の委託
　　○管理委託箇所　34箇所
　　○管理委託者数　23人

通行人
通行車両

安全な通行を確保する

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 適時操作の指導を徹底した。 老朽化施設の修繕を県に要望していく。

199 211 除雪機械購入事業 建設課
除雪ドーザ1台（車輪式11ｔ級）を更新し、高田地域の旭
地内に配備

・通行人
・通行車両

冬期間の交通の確保

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
除雪機械の老朽化が進んでいるので計画的
な更新が必要である。

Ｈ23年度に除雪ドーザ1台を購入予定
計画的な更新が必要

200 212 防雪柵設置・撤去委託事業 建設課

冬期間の道路交通の確保のため、町道（新鶴地域）が地
吹雪等で見通しの悪くなる箇所について、防雪柵の設
置・撤去業務を委託により実施し冬期交通の安全確保に
努めた。

・通行人
・通行車両

吹雪による視界障害と吹溜りを解消し歩
行者及び車両の安全な交通を確保す
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
県に要望し新たに1箇所の防雪柵を設置し
た。

設置箇所の増設を検討する。

201 213
まちづくり交付金事業都市再生整備
計画(高田地区）事業

建設課

17.3月都市再生整備計画（高田地区）事業採択。「まちづ
くり交付金」補助事業。基幹事業「道路改良工事・地域生
活基盤施設整備・
公営住宅等整備」提案事業「まちづくり活動推進・地域創
造支援事業」道路改良工事Ｌ＝476.8ｍ（内町道Ｌ＝
291.4ｍ）ミニ公園３箇所
駐車場Ａ＝3,645㎡、観光トイレＮ＝１棟、耐震性貯水槽
Ｎ＝１基、サイン施設Ｎ＝１０基、貸店舗Ｎ＝４棟、電柱
裏配線Ｎ＝１３本

地区住民及び観光
客

伊佐須美神社より町道1002号線までを
門前町通りとして位置づけ観光客、地域
住民を誘客できる道づくりを進め、併せ
て周辺商店街への回遊性を高め消費活
動の活性化を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
貸店舗建築費の縮小及び農産物直売所の廃
止

202 214
町道3069号線改良舗装工事（西本
地内）

建設課
町道3169号線（西本）改良舗装工事　　Ｌ＝220.0ｍ　Ｗ
＝6.0ｍ

人と車両
人と車両の安全で快適な道路環境を整
備

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

203 215 一般単独事業費（改良舗装等事業） 建設課
町道思堀区画12号線側溝改修工事　　他７路線　　　単
年度終了

人と車両
人と車両の安全で快適な道路環境を整
備

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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204 216 道路台帳整備事業 建設課 道路台帳の統合 道路利用者
安全で安心できる状態で通行できる状
態にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

205 217 建築基準法（2項道路）整備事業 建設課

建築基準法施行規則において、現に建築物が立ち並ん
でいる４ｍ未満の道路沿いに建築物を施工する場合、道
路幅員４ｍを確保するために道路敷として買収して地益
住民の利便を図る。

都市計画区域内２項
道路該当者。（確認
申請者）

道路幅員を４ｍに確保し、住宅地として
快適・安全な居住生活の利便性を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
対象となった建築主には、必要性について十
分理解してもらうよう説明する。

206 218
新田・上新田線整備事業（新鶴ICア
クセス道路整備）

建設課

新鶴ICアクセス道路の大型車輌等の通行の安全を確保
するため。
第１工区（H１８～H19）インターより南側、第２工区（H２０
～H21）北側として工区別に整備する。
第１工区～改良舗装工事 Ｌ＝１，０７０ｍ Ｗ＝７．０ｍ
（車道５．５ｍ） ・側道 Ｌ＝１，２８０ｍ
　　　　　　　Ｗ＝３．０ｍ 　　防雪柵Ｌ＝４０７ｍ
第２工区～改良舗装工事 Ｌ＝５６５ｍ Ｗ＝７．０ｍ（車道
５．５ｍ） ・側道 Ｌ＝１２３ｍ　Ｗ＝３．０ｍ

通行車輌
安全で快適な通行と新鶴ＩＣへのスムー
スなアクセス向上を目指す。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

207 219 本郷道上調整池管理事業 建設課

会津本郷道上区画整理事業で整備した計画区域内の生
活排水及び雨水排水を適切に処理できるよう維持管理、
4月～11月まで月1回調整池内の草刈り、空缶・ゴミ等の
収集に取り組んでいる。また、地域内の住民の利便を図
る。

本郷道上区域住民
施設管理を行うことにより、地域の生
活、雨水排水を適正に処理、放流が図
られる。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

廃止
用・排水路にゴミ、空缶、雑草等を放棄・流さ
ないように図る。

208 220 思堀沈殿槽管理事業 建設課
思堀地区区画整理事業で整備した計画区域内の生活排
水、雨水排水によるゴミ、廃棄物等を沈殿槽で処理し、
下流地域の環境配慮に取組んでいる。

思堀開発区域及び
周辺下流域住民

施設管理を行うことにより、周辺地域か
ら排水路に流出されたゴミ、廃棄物等が
適正に処理が図られる。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

廃止
用・排水路にゴミ、空缶及び雑草等を放棄・
流さない。

209 221 修景助成事業 建設課
街なみ環境整備事業実施地域の景観形成を確保するた
め、老朽化した蔵、住宅の屋根・外壁等を修繕復元への
誘導を図る。

瀬戸町地区街なみ
計画区域内の修景
事業実施者

豊かで快適・安全な居住空間の景観形
成

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

廃止 組織の育成・自立を図る。

210 222 都市排水水門管理事業 建設課
本郷思堀地区の雨水及び生活排水等が洪水時に阿賀
川にスムーズに流れるように水門の開閉調整を図る。

思堀開発区域及び
周辺住民

思堀開発区域及び周辺住民が阿賀川
の増水時にスムーズに雨水・生活排水
を適正に放流させる。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

維持管理費(報償費）の削減を計る。

211 223 耐震診断事業 建設課
町内に存する住宅の所有者が耐震診断を行うことによ
り、住宅の地震に対する安全性の確保・向上を図り、震
災に強いまちづくりを推進する。

会津美里町町民
耐震診断結果に基づき、住宅の地震に
対する安全性の確保のために必要な限
度において、情報の提供・助言を行う。

①適切
②適切
③適切
④適切

廃止

212 224 公園管理事業（せせらぎ緑地公園） 建設課

平成18年度から22年度までの5年間、会津美里振興公
社を指定管理者に指定し委託契約を締結し、維持管理
に取組んでいる。
・公園利用者への利便をはかる。　・阿賀川で学べる事
業を行う。（水辺の楽校）

施設利用者
施設管理を行うことにより、緑地公園の
良さを実感してもらうことができ、利便性
の向上が図られる。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

　破損・危険遊具の撤去及び新たな遊具の設
置が必要

213 225
公園管理事業（宮川いこいの河畔
緑地公園）

建設課 2次評価実施事務事業

214 226 都市公園の清掃 建設課
都市計画で整備した４箇所の公園の維持管理（ゴミ、空
缶・空瓶等の収集）及び遊具の機能の確認等を行う。

地域住民及び利用
者

公園を常に良好な状態に、また、遊具等
については安全に利用できるようにす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
公園にゴミ・空缶を投棄させないように持ち帰
らせるように図る。

215 227 街なみ公園清掃 建設課
街なみ公園で整備した１０箇所の公園の維持管理（ゴミ、
空缶・空瓶等の収集）及び遊具の機能の確認等を行う。

地域住民及び利用
者

公園を常に良好な状態に、また、遊具等
については安全に利用できるようにす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
公園にゴミ・空缶を投棄させないように持ち帰
らせるように図る。

216 228 町営住宅管理事業 建設課
住宅に困窮する低額所得者に対して町営住宅を供給し、
これを低廉な家賃で賃貸することにより、町民生活の安
定と社会福祉の増進に寄与する。

・住宅困窮者（応募
者）
・町営住宅
・入居者

・町営住宅の提供
・町営住宅の建物等の保守点検と維持
修繕

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
退去後の修繕を迅速化すると共に質の維持
のために的確に修繕をするように務めた。

維持管理修繕の充実（外壁、共有スペース等）
住宅使用料等の収納率の向上

217 229 町営住宅解体事業 建設課
老朽化し賃貸不能の町営住宅を解体除去し適正管理に
努める。

老朽化し賃貸不能と
なった町営住宅

用地の更地化

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
除却後の跡地の除草を定期的に行った。
連棟（１棟4室）で１戸のみ入居している場合
に移し替えを勧め退居後すぐに除却できた。

連棟の1戸のみの入居者の移し替えを推進し早期
の除却を図る。

218 230 町営住宅火災警報器設置工事 建設課

平成18年6月の消防法の改正に伴い、平成23年の5月末
日までに町営住宅に住宅用火災警報器の設置が義務
付けられたことに伴い、町営住宅について平成20年度か
ら平成22年度の3ヶ年度計画で、住宅用火災警報器を設
置する。

町営住宅の入居者
入居者に火災の発生を早期に知らせ
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
請負業者への指導を徹底し円滑に事業が進
むように監督した。

Ｈ23年度の早期に設置を完了する。

219 231 新鶴インター整備事業 建設課
新たなインターチェンジの設置による標識等案内の整
備、利用促進のためのＰＲ活動

自動車利用者 　高速交通体系へのアクセス向上

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

新たなインターチェンジの設置という面では、
おおむね成果は達成されたため、インター
チェンジを活用した事業の構築や関係性のあ
る事業の見直しなど、次のステップへ進むべ
きである。

さらなる利用促進を行い、２４時間開放に向け事業
を実施する。

220 232 消防団員活動事業 総務課 消防活動の環境改善 町民 防災意識の高揚

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

機能別団員50名、女性消防団員6名を登用し
た。

本部等会議にて協議し、入団しやすい環境を整え
る。団員の負担軽減を図る。



平成２１年度事務事業評価（事後評価）最終評価結果一覧

評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

221 233
消防、防災関係機関負担金交付事
務

総務課 消防、防災関係機関への負担金支出事務 町民
町民の生命、身体及び財産等を災害か
ら保護する

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

222 234 消防施設維持管理事業 総務課 消防施設の維持管理
消防施設及び機械
器具

維持管理

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

本部、分団長会議を開催し、指導強化を図
る。

分団ごとの会議にて周知をお願いする。

223 235 消防施設整備事業 総務課 防火水槽設置、消火栓設置、消防屯所設置 消防施設 新設又は更新

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

224 236 消防車輌・小型ポンプ購入事業 総務課 消防ポンプ車、小型ポンプ積載車、小型ポンプの更新
消防ポンプ車、小型
ポンプ積載車、小型
ポンプ

更新

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

機械器具の更新が難しいので点検等の実施
について指導する。

年次計画による更新を検討する。

225 237 災害対策関係事務 総務課 町民の安全を守るため、防災体制を充実させる。 町民 被害を最小限にとどめる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

226 238 教育委員会運営事業 学校教育課
教育行政のにおける重要事項や基本方針を脅威委員会
で決定し、それに基づいて具体的な事務を執行する。

地域住民
住民が、質の高い教育、文化を享受で
きるようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

227 239 幼・小・中学校健康診断事業 学校教育課

公立幼稚園及び小中学校の園児・児童・生徒の発育と
健康状態を把握し、疾病の予防に努めるとともに、心身
ともに健全な育成を図る。

幼稚園児・小学生・
中学生

疾病の早期発見・予防

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善(効
率性）

検診用器具の手配の方法により経費が異なるた
め、手配の方法及び業者の選定に配慮する。
欠席等による未受診者の受診日程を調整する。

228 240 教育施設維持管理事業 学校教育課
小・中・幼稚園の学校電話使用料及び建物・スクールバ
ス保険料

電話料・保険料 適正な金額による電話使用

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
データ管理のもと、電話使用料の節約に心が
ける

データ管理のもと、電話使用料の節約に心がける

229 241 教育相談活動事業 学校教育課

小学校又は中学校との連携を図りながら、不登校や問
題行動の傾向を持つ児童生徒及び保護者への指導相
談並びに教師に対する援助の充実を図り問題解決に努
める

不登校児童生徒、問
題行動児童生徒及
びその保護者

不登校児童生徒及び問題行動児童生
徒の解消

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
平成２１年度より教育相談員を２名とし、高田
相談室及び本郷相談室として事業を拡大す
る。

230 242 就学時健康診断等事業 学校教育課 就学時健康診断
次年度小学校入学
予定者

適切な就学指導

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性・公平性）

赤沢小学校は平成２２年３月閉校予定のた
め高田小学校で、本郷第ニ小学校は児童が
少ないので本郷第一小学校で実施予定。
２１年度より内科、耳鼻咽喉科、眼科、歯科
の４科目について、全地域で実施予定。

231 243 心身障がい児就学指導審議会事業 学校教育課
乳幼児期の健診結果等及び就学時健康診断の結果に
より、心身障がい児就学指導審議会に諮り、適切な就学
指導を行い、個々にあった就学・就労へと結びつける。

・次年度小学校入学
予定者
・町内小中学生

適切な就学指導

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

専門調査員による調査
健康福祉課との連携により、審議会のあり方を改
善。

232 244 小学校特別支援指導員活動事業 学校教育課

特別な教育的配慮が必要な障害児が在籍する小学校に
多様な経歴を有する社会人を派遣し、学習活動時の補
助等の支援を行うことを目的としている事業。この事業
の目的の先には障害児と健常児が同じ教室の中で学び
ともに支えあうことでいじめや偏見を無くし、人間的に大
きく成長させたいとする特別支援教育の考え方がある。

特別な支援指導が
必要な児童

学習指導における補助的な支援業務を
行うことにより、担任の指導がより一人
ひとりの児童に行き届くようになり、教育
効果が上がる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

233 245 小中基礎学力向上学力検査事業 学校教育課 ＮＲＴ学力検査の実施 児童生徒 学力の向上

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

234 246 スポーツテスト委託事業 学校教育課
町内各小中学校の新体力テストの結果の集計を業者に
委託する事業

町内小中学校の児
童・生徒

体力測定結果の集計

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

235 247 管内教育研究事業 学校教育課
教科研究・学校経営研修・各学校経営研究・各種研究・
大会助成・学校教育指導委員会費などの研究委託

学校の先生方の科
目ごとのテーマ追及
及び研究課題解決

児童生徒が理解しやすい授業研究

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 委託費の削減について先生方と協議する。 委託費の削減について先生方と協議する。

236 248 スクールバス運行事業 学校教育課

高田小・宮川小・本郷二小・新鶴小の2キロ以上の児童
が安心安全に通えるよう、また高田中・本郷中・新鶴中
の4キロ以上の生徒が安全に通えるようスクールバスを
設置する。

小学生は２キロ以
上、中学生は4キロ
以上の児童生徒の
通学手段確保

遠距離通学児童生徒の登下校の負担
軽減と安全確保

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

2回目の3年債務負担行為議決の年でもあ
り、売り手市場のバス委託事業に変化の兆し
があるため、議会説明予算の取り方を十分
留意して確保する。

自家バス保有台数と委託の関係を検討する必要
はある。

237 249 幼稚園就園奨励費補助金 学校教育課 2次評価実施事務事業

238 250 各種大会等出場補助金 学校教育課

郡大会については、教育委員会事務局がバス手配をし
積極的な大会参加を計画的に推進しているが、会津大
会以上については、大会要綱に基づき、補助基準に則り
積算させ、補助申請後実績により学校に交付する。

体育・文化活動の個
人及び団体で会津
大会以上の大会出
席者

能力及び実力を十二分に発揮させ、大
会に出やすい環境をつくり、父兄負担を
軽減している。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

239 251 奨学資金貸与償還事務 学校教育課

会津美里町に住所を有する生徒で、能力があるにもか
かわらず、経済的な理由により就学が困難と認められる
生徒に対して奨学資金を貸与することにより教育の機会
均等を図る。

会津美里町に住所
を有する生徒で、能
力があるにもかかわ
らず、経済的な理由
により就学が困難と
認められる者。

経済的な理由により就学が困難と認め
られるものに対して奨学資金を貸与する
ことにより教育の機会均等を図る。

①見直し余地あり
②適切
③適切
④適切

目的再設定

現状のままでは、貸与額が償還額を上回り貸
与資金の不足が見込まれるが、経済状況も
厳しいことから奨学資金への期待も高まると
予想されるため、一般会計からの計画的な繰
入により貸与額等について、検討が必要であ
る。

償還額に見合う中での奨学資金貸与を基本とする
が、一般会計からの計画的な繰入れを含めて貸与
額及び貸与者等について検討する。

240 252 児童生徒顕彰表彰 学校教育課

顕彰表彰基準に基づき、文化の向上及び教育の振興発
展に貢献し、その功績が顕著であった児童生徒に対し顕
彰表彰する。

功績あった個人及び
団体

芸術・スポーツ能力の向上

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

241 253 小学校施設維持管理事業 学校教育課
学校施設の計画的な維持・補修及び管理並びに緊急的
な修繕を予算の範囲において計画的に実施している。

校舎・体育館・プー
ル及び附属屋等建
物及び設備

危険性のない安心して使える学校にす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

242 254 教職員健康診断事業 学校教育課
小・中学校の教職員の健康状態を把握し、疾病の予防
に努める。

町内小中学校教職
員

疾病の早期発見・予防、健康保持・増
進。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

243 255 複式補正非常勤講師派遣事業 学校教育課

町立小学校の複式学級解消のための非常勤講師の派
遣事業。平成20年度は赤沢小及び本郷二小に非常勤講
師を派遣した。

複式学級児童 複式学級を単式学級にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

244 256 子供と親の相談員活動事業 学校教育課

平成１８年度・１９年度は県補助事業。平成２０年度より
町単独事業。平成２０年度は宮川小、本郷第一小、新鶴
小に配置。学校長の管理下、教員・保護者との連携によ
り、児童が充実した学校生活を送れる環境づくりをすす
めるための相談事業。

児童及び保護者

児童の問題行動の要因となる悩みや不
安及び学習上の問題点等の相談を受
け、保護者や教職員との連携によりその
解決・解消に導くことで、ストレス等を和
らげ、生き生きとした学校生活を送らせ
る様にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
小学校の統廃合がすすむことから、統合となった
学校への相談員の配置が必要である。

245 257 小・中学校図書購入事業 学校教育課

小中学校の図書室の充実を図り、児童生徒の読書能力
を高め、感受性豊かな子供を育てるため、毎年予算の範
囲内で図書を購入し、児童のよりよい教育環境を整え
る。

小中学校児童生徒
学校図書室ｊの図書を充実させ読書を推
進させ、創造性豊かな子供を創る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

246 258 特殊教育就学奨励費 学校教育課
町内小中学校の特別支援学級に通う児童生徒の保護者
に対し、経済的援助をする。

特別支援学級の児
童生徒の保護者

経済的負担を少なくする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

交付要綱等、町の規定を明確にし、申請様式等を
見直す。

247 259 準要保護児童生徒援助費 学校教育課
経済的に援助が必要な町内小中学校に通う児童生徒の
保護者に対し、援助をする。

経済的に援助が必
要な町内小中学校
に通う児童生徒の保
護者

経済的負担を少なくする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

248 260 小中学校ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ整備事業 学校教育課

文部科学省の整備基準に基づき、町内各小中学校の教
育用コンピューター環境・校内ＬＡＮの整備を行う事業で
あり、コンピュター整備に関しては最長５年間のリース契
約を行っている。

小中学校の児童生
徒及び教職員

情報化社会の変遷に対応できる資質や
能力を持った児童生徒の育成

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

249 261 高田小学校改修補強事業費 学校教育課

学校施設については、児童生徒の学習・生活の場とし
て、また地域防災における避難場所としてもその安全性
の確保は極めて重要であることから、地震に対する安全
性を確保するため必要に応じた耐震補強を実施し安全・
安心な学校づくりを推進する。

高田小学校学校施
設

新耐震設計法に基づく学校施設の耐震
化

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

新鶴小学校校舎及び新鶴中学校体育館の耐
震補強工事を前倒して実施

新鶴小学校体育館、新鶴中学校校舎、本郷中学
校体育館の耐震化を前倒して実施

250 262 中学校施設維持管理事業 学校教育課
学校施設の計画的な維持・補修管理について、予算の
範囲において計画的に実施している。

校舎・体育館・プー
ル及び附属屋等建
物及び設備

危険性のない安心して使える学校にす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

251 263 英語指導助手活動事業 学校教育課

外国語指導助手（ALT）と英語科担当教諭とのティーム
ティーチングを通して、児童生徒が楽しみながら自然と英
語に親しむとともに、異文化コミュニケーションに対する
積極的態度の育成のための環境づくり

児童・生徒及び幼稚
園児・保育所児

英語の学力向上並びに国際交流の推
進

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

民間委託について検討する。
ＡＬＴの入れ替え時に、民間委託について検討す
る。

252 264 心の教室相談員活動事業 学校教育課

児童生徒の不登校・問題行動等が社会問題となってい
る中、第三者的存在となりうる相談員を中学校に配置す
ることで、生徒が悩み等を気軽に相談でき、そのストレス
等を和らげながら、心にゆとりを持った学校生活を送れ
るよう体制作りを進める事業

新鶴中学校生徒

①不登校生徒の学校復帰への支援
②生徒の問題行動の早期発見・教職員
と連携した早期指導
③教職員に対するいじめ・不登校問題・
特別支援教育の啓蒙

①適切
②適切
③適切
④見直し余地あり

現状維持

253 265 遠距離通学助成金 学校教育課
遠距離より通学する児童・生徒の保護者の経済的負担
の軽減を図ることで、義務教育の円滑な運営を行う。

①公共交通機関を
利用する児童・生徒
の保護者
②４キロメートル以
上５キロメートル未
満の徒歩で通学する
児童の保護者
③自転車通学２キロ
メートル以上の生徒
の保護者

保護者の経済的負担の軽減を図る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（効率性）

本事業の対象となる児童・生徒を対象としたスクー
ルバス運行を検討する

254 266 幼稚園維持管理事業 学校教育課
幼稚園施設の維持・補修及び管理(温風ヒーターの修繕
など)を予算の範囲内で計画的に実施

幼稚園施設及び設
備

危険性のない安心して使える安全な幼
稚園

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№
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事務事業名 担当課 事務事業の内容
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255 267
社会教育指導員設置事業（会津美
里町公民館）

生涯学習課

社会教育の振興を図るため社会教育指導員を設置し、
社会教育に関する指導や学習相談又は社会教育関係
団体の育成に当たる。また、生涯学習課で開設する各種
学級の企画運営に当たる。
・設置人数３人（会津美里町公民館２名、本郷公民館１
名）
・任期　１年　　　　　・報酬月額　１１１，０００円

会津美里町住民
生涯学習の拠点として学習活動の充実
を図る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

①担当職員の減が想定され、その解決に向けて生
涯学習指導員の増員が必要となる。
②社会教育指導員と生涯学習指導員と区分をなく
す。
③今後、より高い能力・資質を備えた指導員が求
められる。

256 268 生涯学習推進委員会議運営事業 生涯学習課

生涯学習の総合的、効果的な推進を図るため、生涯学
習に関する関係機関及び関係事業の総合調整や生涯
学習の奨励普及及び学習プログラムの開発に関して調
査審議する。・委員数１５名　（学校教育関係者３名、社
会教育関係者５名、企業関係者４名、学識経験者３名）・
任期　２年　　・報酬（半日）3,100円　　・委員会の開催
年４回

生涯学習推進委員
会委員

生涯学習の振興を図るために、生涯学
習推進方策について調査審議し、意見
を述べ、生涯学習活動を活性化させる。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業統廃合・連携
社会教育委員会との合同会議開催により、
施設使用料の見直しについて審議し、教育委
員会へ見直し案について提言する。

他自治体の委員会活動を調査し、効果的な活動を
検討する。

257 269 社会教育委員会議運営事業 生涯学習課

社会教育委員は、学校教育、社会教育等の関係者や学
識経験者の中から教育委員会が委嘱し、社会教育に関
する諸計画を立案、調査研究、指導助言を行う。また、
教育長を経て教育委員会に助言したり、教育委員会の
諮問に応じて意見を述べることが出来る。・委員会の構
成　学校教育関係者２名、社会教育関係者５名、学識経
験者３名　　計１０名・任期　２年　　・報酬（半日）3,100円
・委員会の開催　年2回

社会教育委員
本町の社会教育に関し指導助言や教育
委員会へ意見を述べてもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業統廃合・連携
生涯学習推進委員との合同会議開催によ
り、施設使用料の見直しについて審議し、見
直し案を教育委員会へ提言する。

他自治体の活動内容を調査し、活動内容を検討す
る。

258 270
青少年育成町民会議活動補助金交
付事業

生涯学習課
青少年の健全育成を図るため、会津美里町青少年育成
町民会議へ活動する。

会津美里町の青少
年

青少年の健全育成を図る

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持
公民館で活動している各種団体に町民会議
の主旨を説明し著民の理解・協力を図る。

259 271 青少年問題協議会事業 生涯学習課

・青少年の指導、育成、保護及び矯正に関する総合的施
策の樹立につき必要な事項を調査審議し、青少年関係
事業の適切な実施を期するために必要な関係行政機関
相互の連絡調整を図る。また、青少年に関する事項に関
し、町長及び関係行政機関に対し意見を述べることがで
きる。
・委員数　10人以内（町議会議員1名、民生児童委員1
名、関係行政機関８名、）・任期　2年　　　・報酬　半日
3,100円

協議会委員

青少年に関して意見をいただき、関係団
体等との施に関して連絡調整を図り、効
果的な青少年育成事業を展開できるよ
うにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

青少年育成町民会議の活動との連携を図
る。

青少年育成町民会議の活動との連携を図る。

260 272 青少年育成町民会議活動事業 生涯学習課
青少年の健全育成を図るため、会津美里町青少年育成
町民会議へ活動をおこなう。

会津美里町の青少
年

青少年の健全育成を図る

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持 町民会議の主旨の普及

261 273 成人式事業 生涯学習課

本町の担い手となる新成人の祝福と将来の幸せを記念
するとともに、大人としての自覚とふるさと意識の高揚を
図る。　・実施日　８月１５日　･対象者　本町在住の新成
人及び本町出身者で、参加申込があった者

町内在住の新成人
及び本町出身者で
参加申込があった者

地域の多くの方々が出席して新成人を
祝福することで、成人者としての自覚を
持なってもらう。また、ふるさと会津美里
町に対する愛着心を高めてもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

町ホームページへの掲載を行い、町外在住
者への周知拡大により参加者数の増加を図
る。

現状どおり、式典のみの開催を考えているが、成
人証書の授与については、式終了後、各成人へ渡
しているため、時間がかかるので、受付時に渡す
などの改善を検討する。

262 274 町連合ＰＴＡ活動補助金交付事業 生涯学習課
会津美里町内小中学校の保護者の親善と研修活動をと
おして、それぞれの連携・協力を図るための運営補助を
行う。

会津美里町連合父
母と教師の会の会
員(町内小中学校に
通う児童・生徒の保
護者）

①お互いの親善・親睦を図るため研修
活動に参加させる。
②一人ひとりの資質向上につながり、会
員同士の連携・協力につなげる。
③教師との信頼関係をさらに構築する。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

・廃止
・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

廃止

263 275
ボーイスカウト活動補助金交付事
業

生涯学習課

ボーイスカウト福島第51団のより豊な活動と青少年の品
性の陶冶及び国際友愛精神の増進を図り、青少年の健
全育成に資するため、運営補助を行う。

ボーイスカウト福島
第51団

様々な自然体験活動をとおし、団員同
士の親睦を図りながら、より良い人間関
係の構築を図る。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

補助金額を減らすのではなく、団員数を増やす工
夫をし、一人でも多くの児童・生徒に対して、大会
理念を持った事業の展開を図ることが必要である。

264 277 会津美里町公民館管理運営事業 生涯学習課

公民館の適切な管理運営と施設設備の整備充実を図る
ことによって、公民館の利用促進と生涯学習の振興を目
指す。

公民館施設､設備
安全、安心で快適な学習の場を提供で
きるよう施設の整備充実を図り、より多く
の町民に利用してもらう。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④見直し余地あり

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

社会教育委員会などの関係機関で、公民館
使用料の見直しを行う。

公民館使用料の見直しと使用料減免対象にかか
る社会教育団体認定要綱の見直しを図る。

265 278 高田地域地区公民館管理運営事業 生涯学習課

地域住民の多様な学習ニーズに対応するための社会教
育事業・社会体育事業を実施するとともに、利用者が安
全で快適な活動が出来るよう施設の整備充実を図り、生
涯学習施設として機能の充実と施設利用の促進を図る。
①非常勤館長１名、非常勤部長５名、非常勤副部長１０
名、非常勤生涯学習指導員１名により社会教育事業・社
会体育事業の企画・立案を行い事業を実施する。（館
長・部長・副部長の任期は２年。生涯学習

町民（高田地域）
利用者が安全で快適な学習活動が出来
る場所を提供する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

各種情報を収集し、多様なニーズに対応できる事
業の企画立案を図る。
利用者が安全で快適な学習活動が出来る場所を
提供できるよう、施設の日常的な点検を実施する。

266 279
会津美里町公民館図書室管理運営
事業（会津美里町公民館）

生涯学習課

生涯学習やコミュニティ等の集会の場である公民館図書
室の管理･保守･点検を進め、町民が安全で快適な時間
を過ごすことの空間を維持する。

一般町民
施設を安全快適な学習の場として、町
民の積極的な利用を目指す。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

旧郵便局の建物を利用した図書室なので､建
物そのものが、老朽化しているので、いかに
維持費をかけないで管理運営していくかが問
題である。
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267 280
生涯学習指導員設置事業（会津美
里町公民館）

生涯学習課

地域の有能な人材を活用し、地域に根ざした特色ある公
民館活動を展開するために、生涯学習指導員を設置し
た。
・設置人数９人　　本郷公民館１名、新鶴公民館１名、地
区公民館各1名（計7名）
・任期　１年　　　　　・報酬月額　１０８，０００円

公民館

生涯学習に関する指導助言や公民館の
各種学級講座を企画運営を通して、生
涯学習の推進を図る。
地区公民館に配置している指導員は、
地区公民館の適正な管理運営や地域
に根ざした公民館活動を実施し、地域づ
くりの活性化を図る。生涯学習に関する
指導助言や公民館の各種学級講座を
企画運営を通して、生涯学習の推進を
図る。
地区公民館に配置している指導員は、
地区公民館の適正な管理運営や地域
に根ざした公民館活動を実施し、地域づ
くりの活性化を図る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

①担当職員の減が想定され、その解決に向けて生
涯学習指導員の増員が必要となる。
②社会教育指導員と生涯学習指導員と区分をなく
す。
③今後、より高い能力・資質を備えた指導員が求
められる。

268 281
会津美里町図書室活動事業（会津
美里町公民館）

生涯学習課
生涯学習の推進のため、図書資料を充実させ学習の場
を提供し、学習の浸透を図る。

一般町民
読書活動､文化活動等の生涯学習活動
への参加促進。
ニーズに応えた図書資料の作成。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

図書室未利用者へのＰＲを図る。

269 282 高田地域地区公民館活動事業 生涯学習課

社会教育・生涯学習の推進を図るため、対象別（青少
年・成人・高齢者等）課題別などの継続的な講座や講演
会を開催する。　【社会体育】体力と増強と相互の親睦を
深める地区別大会を開催する。

町民（高田地域）
継続した学習（町民の生涯学習）のきっ
かけとする。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）

小学校の統合に際し、より有効に事業を行うため、
さらには経費節減のために合同で事業を開催する
割合を増やす必要性があると思われる。また、時
代に即した住民ニーズに応えるべく、指導員の資
質向上が必要であり、講習会や研修会への積極
的な参加が不可欠である。

270 283
うるおい学級開設事業（会津美里町
公民館）

生涯学習課
社会教育・生涯学習の推進を図るため、課題別等の継
続的な講座や講演会を開催する。

会津美里町在住の
成人女性

講座・講演を企画・開催することで、継続
した学習（町民の生涯学習）のきっかけ
とする。。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

参加者の増加を図る。

271 284
高田大学開設事業（会津美里町公
民館）

生涯学習課
社会教育・生涯学習の推進を図るため、課題別などの継
続的な講座や講演会を開催する。

会津美里町在住の
成人

講座・講演を企画・開催することで、継続
した学習（町民の生涯学習）のきっかけ
とする。。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

参加者の増加を図る。

272 285 いさすみ楽園開設事業（高田地域） 生涯学習課
高齢者の社会教育・生涯学習の推進を図るため、課題
別などの継続的な講座や講演会を開催する。

会津美里町在住の６
０歳以上の男女

講座・講演を企画・開催することで、継続
した学習（町民の生涯学習）のきっかけ
とする。。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

参加者の増加を図る。

273 286
放課後子ども教室推進事業(高田地
域）

生涯学習課

放課後の児童に対して安全・安心な遊びを場を提供し､
体験活動や交流活動の機会を提供することによって､社
会全体で子どもを育む環境の充実を図るため､平成１６
年度に緊急３ヶ年事業として「地域子ども教室推進事業」
(国県委託事業）が創設された。旧会津本郷町では、平
成１６年度、会津高田町と新鶴村は平成１７年度に取り
組みをはじめた。
・風の子スクール(高田地域）

高田小学校の児童
地域に根ざした多様な体験活動や地域
の人たちとの交流活動をとおして､心身
ともに豊な青少年を育成する。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④見直し余地あり

・目的再設定
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・公平性）

関係機関団体等で実施している青少年関係事業を
整理統合し､効率的､効果的な青少年関係事業の
運営を図る。

274 287 家庭教育開設事業（保護者対象） 生涯学習課
子どもの成長に応じて､望ましい人格の形成を図るため
に､親として子育てに関する資質の向上を目的に開設し
た。

町内幼稚園､小中学
校に通う児童､生徒
の親

子どもの育成に必要な知識･技能を学習
し､核家族や少子化が､進み価値観の多
様化する現代社会生きる力を養う。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

最小の経費で事業の展開

275 288 親子わんぱく塾（親子対象） 生涯学習課

親子が自然体験活動をしながらコミュニケーション・ふれ
あいをとおし絆を深めて、豊な家庭教育の醸成を図り、さ
らに学校・学年を超えた参加者同士の交流をとおして、
青少年の豊な心を育むことを目的とする。

会津美里町内の小
学生・保護者

①親子が自然体験をする中で親子のふ
れあい、コミュニケーションを図りながら
絆を深める。
②参加者の交流を深め、青少年の豊な
心を育むこと。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・休止
・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

旧３町村の小学生とその保護者を対象にした事業
は、現在高田地域公民館で合同開催してる青少年
教育・家庭教育事業とタイアップを図り、類似事業
を統廃合し、開催する回数を増やすことにより、よ
り多くの参加者を募ることが望める。参加人数が増
えれば、その分必要なスタッフも当然増えるが、宿
泊等事業形態を改善することで、コストを削減しな
がらも良い効果を見越せる。

276 289 高田文化祭活動補助金交付事業 生涯学習課

会津美里町高田文化祭は、旧会津高田町地区の文化
や産業・教育に係わる各種団体や個人がその自発的な
意思により参加し、日頃の成果等を発表するとともに、参
加者と鑑賞者との自由なふれあい、交流を通して、地域
の文化や産業・教育の理解と発展向上に資する事業で
ある。会津美里町高田文化団体連絡協議会を中心に、
学校関係者と高田公民館が連携して、開催要項の決
定、作品の受付、展示、審査、開催当日の対応等の業務
を実施している。町では、会場の設営や応募作品の整
理、審査会の準備、表彰式（名簿・賞状作成、賞品の手
配等）の開催、業務を行なう。

町民、会津美里町高
田文化団体連絡協
議会

町民の芸術文化に対する関心が高ま
り、文化活動が質的にも向上する状態
にする。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・効率性）

①作品展示については、出展者数・出展数ともに
年々増加傾向にあるが、鑑賞入場者数は横ばい
である。作品展示以外の企画との連携を図り、入
場者の増加を図ることが必要である。
②青年層の参加が少ないことから、若者が中心と
なれる事業内容の検討が必要である。

277 290 本郷公民館管理運営事業 生涯学習課 施設の維持修繕、施設の貸出業務 施設、本郷地域町民

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

危険箇所の点検、総合型地域スポーツクラブ
設立と施設指定管理移行を検討

近い将来設立予定の総合型地域スポーツクラブへ
施設指定管理移行可能かどうか検討していく。

278 291
会津美里町公民館図書室管理運営
事業（本郷公民館）

生涯学習課 図書の購入、図書の整理、図書室レイアウト
図書の選定、図書の
購入

本郷公民館図書室利用者が増加する状
態にする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

図書譲渡・廃棄要項の整備を急ぎたい。 検討中。
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279 292
生涯学習指導員設置事業（本郷公
民館）

生涯学習課
本郷公民館に生涯学習体制推進のため非常勤職員の
生涯学習指導員を配置する。

本郷地域町民
本郷地域の生涯学習体制が推進する状
態にする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

公民館を運営する上で指導員の役割は今後
益々重要になってくる。そのような行政ニーズ
に対応するため、指導員に対する教育、研修
機会を増やし、生涯学習のエキスパートとし
ての人材育成を進めていく。

公民館を運営する上で指導員の役割は今後益々
重要になってくる。そのような行政ニーズに対応す
るため、指導員に対する教育、研修機会を増やし、
生涯学習のエキスパートとしての人材育成を進め
ていく。

280 293
会津美里町公民館図書室活動事業
（本郷公民館）

生涯学習課
本郷公民館図書室の活用増進に繋がるソフト事業の実
施

本郷地域町民 図書室利用者が増加する状態にする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

図書台帳のデータベース化を図り、貸出業務
の簡素化を図る。

検討中。

281 294 本郷はだつ塾開設事業 生涯学習課

社会教育法に定める市町村公民館が行う成人講座の一
環として、年齢･性別にとらわれず教養を身につけ、心豊
かで生きがいのある生活をおくるため、学習･活動の場を
提供することを目的として、各種の講座・研修等を実施し
ている。
＜主な内容＞　歴史探訪ハイキング、施設研修、スポー
ツ吹き矢等

本郷地域町民（２０
歳以上）

町生涯学習推進事業の一環として、本
郷地域内成人に対してさまざまな学習
機会を提供し、サークル形成へ発展させ
ることを目的とする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

当事業は企画立案、実施まですべての行程
を公民館で行っている。生涯学習事業の提供
のみならず社会教育の推進も公民館機能の
ひとつであるので、その観点から事業の一部
を塾生自身が考え実施していく体制をとる。

最終的には当事業を町民主導の事業とし、公民館
と町民の協働体制で実施していきたい。

282 295 本郷地区町民運動会 生涯学習課

地域住民の健康づくりと体育振興を図りながら、町民の
参画と協働を趣旨とし、地域の交流やコミュニケーション
の育成を通して、明るいまちづくりを促進する目的で開催
する。また、町民と行政が共に運営に関わる「協働」「参
画」の実践の場でもある。

本郷地域町民

公民館（行政）が町民に対する運動会事
業の一方的提供であったものを、本来
の形である「協働」実践の場とする。ま
た、運動会運営を通して本郷地域町民
が知り合いになるきっかけを作ることに
より、地域づくりの基盤づくりに資する。
（社会教育の本旨）

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

本郷みんなの運動会は実行委員会やスタッ
フに対する人件費が全くない。すべてのスタッ
フが無償ボランティアで協力してくれている。
そのため、実施までに開催する会議の回数を
減らして、効率よく会議運営を進めていく。

運動会を町民が実施主体となって開催できるよう、
実行委員会組織の再編を検討していく。

283 296
放課後子ども教室推進事業（本郷
地域）

生涯学習課

平成１６年度に実行委員会を立ち上げ文部科学省「子ど
もの居場所づくり推進事業」を受託し、本郷第二小学校
の児童を対象とした「本郷二小寺子屋教室」を開設。１７
年度からは本郷一小の児童を対象とした「Ｇｏ郷トライ
塾」を開設。これらの事業開始の背景には全国的な犯罪
低年齢化や子どもたちが事件・事故に巻き込まれるケー
スが多発したことへの対策と、少子高齢化により地域の
子どもが減少し、家庭に帰っても遊ぶ友達がいないこと
による放課後対策として実施されたものである。１９年度
より国・県・町が３分の１ずつ負担する補助事業へと切り
替わ

本郷地域の小学生

地域の人々が事業に参画し、子どもたち
と関わることで地域の人々と子どもたち
の接点を意図的に設ける。また、親子参
加型の活動を通し、親子のふれあいや
家族同士の交流の場を提供する。豊富
な自然に囲まれながらも、スクールバス
や家族の車での送迎により自然とふれ
あう機会がない子どもたちに、植物の栽
培や自然の中での遊びを通し、自然と
ふれあう機会を与える。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

現在町総合型地域スポーツクラブ育成支援
事業を実施しているが、当事業は町民との協
働体制がある程度確立しているのでクラブへ
の委託を視野に入れ、事業実施体制をさらに
強化していく。

２１年度成果を評価して上で検討していく。

284 298 本郷文化祭活動補助金交付事業 生涯学習課

すべての国民は、年齢･性別を問わず、健康で文化的な
最低限度の生活をする権利を有する.本郷地域の町民文
化祭を開催することによって、町民の芸術文化活動およ
び社会教育活動の成果を展示・発表することを通して、
町民の芸術文化の交流と振興に資する。

本郷地域町民
実行委員会と公民館との協働で文化祭
を企画運営できる体制をと整えていく

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

協働のまちづくり、社会教育の推進を考える
と実行委員会や運営組織の見直しが必要と
なってくる。文化祭事業を今後も継続可能な
事業にしていくためには、企画段階からの町
民参加が必要であるので、２１年度において
はこの点について改善を図っていきたい。

２１年度の成果をみながら検討していく。

285 299 新鶴公民館管理運営事業 生涯学習課

公民館の適切な管理運営と施設設備の整備充実を図る
ことによって、公民館の利用促進と生涯学習の振興を目
指す。

町内外の公民館利
用者

「いつでも、どこでも、だれでも」学ぶこと
ができる状態にする。

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（公平性）

受益者負担金も公平・公正の原則から考える必要
がある。

286 300
生涯学習指導員設置事業（新鶴公
民館）

生涯学習課
新鶴公民館に生涯学習体制推進のため非常勤職員の
生涯学習指導員を配置する。

新鶴地域町民
新鶴地域の生涯学習体制が推進する状
態にする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

公民館を運営する上で指導員の役割は今後
益々重要になってくる。そのような行政ニーズ
に対応するため、指導員に対する教育、研修
機会を増やし、生涯学習のエキスパートとし
ての人材育成を進めていく。

公民館を運営する上で指導員の役割は今後益々
重要になってくる。そのような行政ニーズに対応す
るため、指導員に対する教育、研修機会を増やし、
生涯学習のエキスパートとしての人材育成を進め
ていく。

287 301
放課後子ども教室推進事業(新鶴地
域）

生涯学習課
放課後の児童に対して安全・安心な遊び場を提供し、体
験活動や交流活動等の機会を提供。

新鶴小学校の児童
（１～６年生）

地域に根ざした多様な体験活動や地域
の人たちとの交流活動を通して、心身と
もに豊かな青少年を育成する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

288 302 チャレンジサマースクール事業 生涯学習課

・募集要項を作成
（期日・場所・参加資格・定員・プログラム・参加料）
・参加者募集（小・中学生対象　中学生にはテーマを設
け申込時に作文を提出）
・参加者説明会

町内の小学５年生～
中学３年生

野外体験やスポーツレクリェーション活
動を通じて、　リーダーとしてふさわしい
知識や行動を身につけさせる。・他地域
の児童・生徒との交流を通じて協調性・
主体性を養う。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

会津管内の施設を利用する。
宿泊を２泊から１泊にする。
行政バスを使用する。

会津管内の施設を利用する。
宿泊を２泊から１泊にする。
行政バスを使用する。

289 303 地域ボランティア活動推進事業 生涯学習課
さまざまな体験活動やボランティア活動を通じて、思いや
りや郷土を大切にする心を養う。

主に新鶴地域の小
学５年生～中学生

・健康で豊かな心と体をもつ青少年を育
成する。
・ボランティア活動を通じて、リーダーに
責任感、達成感を持たせる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
会員数を増やすための方策や、地域の相互
協力の緊密化を図る。

290 305 新鶴地区町民運動会 生涯学習課

地域住民の健康づくりと体育振興を図りながら、町民の
参画と協働を趣旨とし、地域の交流やコミュニケーション
の育成を通して、明るいまちづくりを促進する目的で開催
する。また、町民と行政が共に運営に関わる「協働」「参
画」の実践の場でもある。

新鶴地域住民

・地域住民の健康づくり・体力づくりを図
る。
・地域の良好なコミュニケーションを図
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
アンケート調査を行い、事業内容の検討を図
る。

青年層の参加が少ないことから、事業内容の検討
が必要である。

291 306
新鶴産業文化祭活動補助金交付事
業

生涯学習課

文化祭実行委員会を中心に、学校関係者および関係機
関と連携し、開催要項の決定、作品の受付、展示・発
表、開催期間の各事業の実施をサポートしイベント関係
の経費を予算化している。

新鶴地域に在住す
る町民

芸術文化活動に対する関心が高まり、
地域住民の交流が深められるようにす
る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

学校、各種団体による実行委員会の開催で
あり、補助金による運営は、共通経費の部分
である。最低限の経費で実施されている現状
から、少しでも効率性を高めながら補助制度
を継続する必要がある。

補助金制度が続くような行政支援が必要である。
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評価結果 今後の事業の方向性 21年度の改革改善案 次年度以降の改革改善案
№

1次評価
対象 意図

シー
ト№

事務事業名 担当課 事務事業の内容

評価結果欄補足
①目的妥当性評価　　②有効性評価　　③効率性評価　　④公平性評価

292 307
レディースニューライフ補助金交付
事業

生涯学習課 新鶴地域の女性団体への運営補助

新鶴地域に在住し、
趣味を生かしたグ
ループ活動（８団体）
に属している団体

・女性団体を育成・支援
・広い知識と教養を身につける

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
多くの研修の機会に交流を実施していくこと
により、女性団体相互の連携の緊密化を図
り、活動をより活性化させる。

女性団体のＰＲを図り、多くの女性の加入促進に
努める。

293 308 文化団体活動補助金交付事業 生涯学習課
会津美里町の芸術文化の振興を図る団体への振興活
動補助金の助成交付。

町民の芸術文化振
興に寄与すると認め
られた文化団体。
具体的には、会津美
里町文化団体協議
会活動、会津美里町
総合美術展実行委
員会事業、会津美里
町高田ペンクラブ。

芸術文化の振興と後世の世代への継
承。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
三地区文化協会活動を停滞させないためには、引
き続き同内容で事業を継続するべきという意見が
多数。

294 309 指定文化財解説板設置事業 生涯学習課 指定文化財の説明および解説看板の設置。
町民及び町外の
ニーズを把握する。

会津美里町の歴史と文化財への理解を
深めてもらう。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

295 310
文化財防災設備管理費補助金交付
事業

生涯学習課
指定文化財である建造物、仏像等等を保存するため、年
間防災設備保守点検等費用に対する補助

国・県・町指定文化
財

防災設備の現状調査を実施して、補助
申請交付決定額の適正化を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持 ２０年度の行政評価を生かしている。
町統一の基準に基づいて、更に指定文化財防災
設備等に対する町補助金の適正化を図ることに
なった。

296 311
文化財保存団体活動補助金交付事
業

生涯学習課
無形の指定文化財保存・保護団体の伝統文化保存・保
護活動への補助金助成交付。

文化財保存・保護団
体. および天然記念
物保護活動団体へ
の補助金交付。

文化財の保存保護と後世の世代への継
承。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
町の指定された無形民俗文化財保存継承のため
に公的補助はやむをえない。

297 312
会津本郷焼インフォメーション展示
事業

生涯学習課

本郷焼の歴史と変遷をたどることで地元の歴史や産業を
知ることを目的として、町内外の多くの方々から本郷焼
の優品を借用し、展示している。

一般町民・観光客・
本郷焼

・本郷焼の歴史や変遷について理解を
深める。
・本郷焼を歴史資料として収集、保存す
る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性・公平性）

①説明カードを分かりやすくし、全資料に付け
る。
②展示品の台帳を整備する。

図録（展示品カタログ）のようなものを作成し、合わ
せてＨＰへの掲載。

298 313 民俗資料収集と整理事業 生涯学習課
旧新鶴村において収集さた約３０００点以上に及ぶ民俗
資料について、台帳を整備し、収蔵資料の把握、恒久的
保存のための管理体制を整える。

民俗資料
町民

民俗資料の恒久的な保存・継承を目指
すとともに、特にそれらの道具類を知ら
ない子どもたちをはじめ、町民に生活史
を知っていただく機会とする。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

・事業のやり方改善
（有効性）
・現状維持

台帳整理作業は昨年度からの継続作業なの
で、さらに進めていくのと同時に、資料の分類
について検討する。

図録（収蔵資料カタログ）のようなものを作成し、合
わせてＨＰへの掲載。

299 314 文化財調査事業 生涯学習課 開発事業に伴う埋蔵文化財の調査 遺跡
記録保存する、あるいは保存協議のた
めの資料を作成する

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④適切

目的再設定
大規模事業との連絡調整を密にし、長期的な
調査計画をたてる。

調査期間を短縮化するため、デジタル機器を活用
する。
仏像や建造物など、埋蔵文化財以外の文化財に
ついても調査を広げていく

300 315 文化財保護審議会運営事務 生涯学習課
審議会は、文化財の指定や変更等について専門的立場
から意見を述べるものである。

審議会委や文化財
資料調査活動について、町文化財審議
会の要望に応えられるようにしたい。

①適切
②見直し余地あり
③適切
④適切

現状維持
町民のニーズに対応することと、文化財保護
審議会において、専門的な考察と研究を加え
る。

町の行政の各分野との連携が、今後ますます必要
となる。

301 316 ジュニア文芸表彰事業 生涯学習課
ジュニア文芸作品募集要項の作成。審査会。ジュニア文
芸の表彰式開催。

管内小中学校 趣旨の普及と応募作品出品数の増加

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
 町の児童生徒の人材育成の趣旨から、 数
多くの児童生徒の作品を募集することに努め
る。

302 317 文化財管理事務 生涯学習課 指定文化財の管理・修理等の調整
修繕・管理する文化
財およびそれに付随
する施設

破損・故障等を修理する

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性）

文化財の適正な管理が実施できるように文
化財の所有者・管理者と連絡調整を行ってい
く。

長期的な文化財の保存管理の仕組みを考えてい
く。

303 318 歴史資料室等維持管理事業 生涯学習課
歴史資料室、資料収蔵室によって発掘調査によって出
土した文化財やの整理・保管・管理を実施

文化財

適正に管理する
文化財の価値が損なわれることがない
ように、また台帳を作成し、いつ誰がみ
ても、どこに何があるかわかるようにす
る

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性）

歴史資料室と資料収蔵室以外の施設に保管
されている文化財の所在確認を行うとともに、
図面・写真などの記録類も含めた文化財台
帳の整備を進める。

長期的な台帳整備計画をたてる。

304 319 史跡整備協議会事務 生涯学習課

史跡が所在する市町村で組織される、全国・東北・県の
それぞれの協議会で、加盟市町村が協調して史跡等の
整備に関する調査研究やその具体的な方策の推進を図
り、文化財の保存と活用に資することを目的としている。

向羽黒山城跡 向羽黒山城跡の整備事業への反映

①適切
②適切
③適切
④適切

・事業のやり方改善
（有効性）
・現状維持

総会・研修会への出席
先進自治体との連携

総会・研修会へ必ず出席する。
先進自治体との連携を強化する。

305 320 向羽黒山城跡整備事業 生涯学習課

平成１３年度に国指定史跡となった「向羽黒山城跡」は１
４～１８年度に試掘調査を行い、それらの成果及びその
後の調査研究に基づき、「整備計画書」を作成する。

向羽黒山城跡
一般住民

向羽黒山城跡の恒久的な保存整備を図
り、往時の雰囲気を感じられるような場
所とする。

①適切
②適切
③適切
④適切

・事業統廃合・連携
・事業のやり方改善
（有効性）
・現状維持

整備計画書の作成 整備事業の着手

306 321
体育施設維持管理事業（会津美里
町公民館）

生涯学習課 2次評価実施事務事業

307 322 ニュースポーツ教室開催事業 生涯学習課 カローリング教室延べ38回開催　受講者延べ３１８人 町民特に高齢者
健康づくり　　　仲間づくり　　　生きがい
づくり

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③適切
④適切

・目的再設定
・事業のやり方改善
（有効性）

研修会等においてニュースポーツに関する情
報を得て、町民に指導する教室を計画する。

308 323 町民スポーツ大会開催事業 生涯学習課
壮年ソフトボールなど６種目の競技を実施する。県民ス
ポーツ大会両沼予選会を兼ねる。

一般町民
スポーツ大会をとおして健康増進と仲間
や生きがいづくりを図ってもらう。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

参加料の負担を求める。
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309 324
町民家庭バレーボール大会開催事
業

生涯学習課
高田地域内において、地区対抗の家庭バレーボール大
会を開催する。男女別。

高田地域の一般町
民

スポーツを通し、地域の融和を図る

①適切
②適切
③適切
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

参加者の増加を図れるよう周知を徹底する。
運営面では、参加者が相互に協力できる体
制を整える。

大勢の参加であり、開会式のあり方や試合進行に
ついて、時間のかからない適正なの方法を検討し
ていく。

310 325 高齢者運動会開催事業 生涯学習課
６０歳以上の高齢者を対象に、団体種目並びに個人種
目、全体での盆踊りを実施した。

６０歳以上の町民
高齢者運動会をとおして健康増進と仲
間や生きがいづくりを図ってもらう。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

保健事業や介護事業との連携を図り、効率的な事
業展開をはかるとともに参加料の徴収などで受益
者負担を求める必要性の検討。

311 326 体育の日行事開催開催事業 生涯学習課

国民がスポーツに親しみ、健康な心身を培う日である
「体育の日」に、町民の体力増進並びにスポーツをとおし
た相互の親睦を図るため、楽しいニュースポーツを数多
く紹介し、もって本町におけるスポーツの振興に資する。

町民
ニュースポーツバイキングをとおして健
康増進と仲間や生きがいづくりを図って
もらう。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

各種団体に協力いただけるようさらに働きか
ける。

312 327 スキー教室開催事業 生涯学習課
町民のスキー技術の向上と健康増進を図るために、教
室を１月に３回開催している。

町民
スキーをとおして健康増進と仲間や生き
がいづくりを図ってもらう。

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性・公平性）

スポーツボランティア養成。
協力者の不足・・・・・スポーツボランティア養成。
参加料の徴収・・・・・理解してもらえるか？⇒参加
者減少の懸念

313 328 町民スキー大会開催事業 生涯学習課
町民を対象として、学年別・年齢別の部門で回転競技を
実施

町民
スキー大会をとおして健康増進と仲間や
生きがいづくりを図ってもらう。

①見直し余地あり
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

各種団体に協力いただけるよう働きかける。
参加料の負担を求める。

314 329 スポーツ振興審議会事業 生涯学習課

スポーツ振興法並びに会津美里町スポーツ振興審議会
条例に基づきスポーツ振興審議員を委嘱し、町のスポー
ツ振興について、教育委員会へ建議する。

スポーツ振興審議員
町のスポーツ振興に関する事項につい
て調査審議し、必要により教育委員会に
建議する。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

315 330 体育指導委員活動事業 生涯学習課

スポーツ振興法並びに会津美里町体育指導委員条例に
基づき、町教育委員会が２７名の体育指導委員を委嘱
し、スポーツ事業の企画・立案や各種事業の運営など町
民のスポーツ振興に資するものである

体育指導委員
活発な活動をとおして、町民の明朗健康
で活力に富んだ生活の向上と生活に直
結したスポーツの指導を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

316 331 体育協会活動補助金交付事務 生涯学習課 会津美里町体育協会（加盟１８団体）への活動補助
会津美里町体育協
会

町民の生涯スポーツ活動の推進を図れ
る活動ができる団体として育成助長す
る。

①見直し余地あり
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善(効
率性）

補助金の削減実施
加盟団体に更なる自主的活動を働きかける。
加盟団体の負担金徴収の増額など。

317 332 各種大会等出場補助金交付事務 生涯学習課

小中学校の児童生徒及び一般町民が日頃の努力の成
果として優秀な成績をあげ、代表として各種大会等（県
大会、東北大会及び全国的規模の体育大会）に出場し、
社会体育の振興に寄与すると認めた場合には、出場に
要する経費に対し、規則及び要綱の定めるところにより
予算の範囲内で補助金を交付する。

出場団体及び個人
大会出場の負担軽減とスポーツ団体の
育成及び競技力の向上が図られる。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持
要綱改正により補助額の減額を行ったばかり
なので、現状維持が妥当である。

要綱改正により補助額の減額を行ったばかりなの
で、現状維持が妥当である。

318 333
美里ふれあい健康マラソン大会補
助金交付事業

生涯学習課

町村合併を機に開催される会津美里ふれあい健康マラ
ソン大会は、会津美里町の一大イベントとして実施するも
のであり、心の触れ合いと健康の増進及びスポーツの振
興を図る。

参加選手
町民とふれあい、健康増進・スポーツの
振興を図る。

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（有効性・効率性・公
平性）

参加料増額の検討も必要かと思われる。
運営可能な民間団体があれば委託方式の検討も
必要かと思われる。参加料の増額などで受益者負
担増を求める。

319 334
市町村対抗福島県縦断駅伝競走大
会補助金交付事業

生涯学習課

県民の体力向上と中・長距離選手の育成・強化を目指
す、市町村対抗福島県縦断駅伝競
走大会に会津美里町が出場し、もって、町民のスポーツ
振興と連帯意識の高揚を図るた
め、福島県縦断駅伝競走大会会津美里町派遣委員会 を
設置する。

派遣委員会委員、
コーチングスタッフ及
び選手

選手の出場負担の軽減と競技力の向上

①適切
②適切
③見直し余地あり
④見直し余地あり

事業のやり方改善
（効率性・公平性）

選手の強化及び出場のみに重みを置くので
あれば、実績のある体育団体（町陸上競技協
会等）への生涯学習振興事業補助金の交付
ですみ、人件費は大幅に削減可能となる。た
だし、毎年、選手を選考するのでユニホーム、
宿泊料、ガソリン代等が恒常経費として必要
であるものの、ユニホーム等選手個人にかか
る経費について、自己負担分を求めることも
検討していかねばならない。

選手の強化及び出場のみに重きを置くのであれ
ば、実績のある体育団体（町陸上競技協会等）へ
の生涯学習振興事業補助金の交付ですむと思わ
れる。
ユニホーム等選手個人にかかる経費について、自
己負担分を求める。

320 335 スポーツ少年団補助金交付事務 生涯学習課

会津美里町スポーツ少年団の活動及び運営を積極的に
推進し、団員の健全育成を助長するとともに団相互の交
流をはかることを目的とする。

スポーツ少年団
団員の健全育成を助長するとともに団
相互の交流をはかることを目的とする。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

補助金が減少しているので、各団体での負担
額増額の検討も必要かと思われる。

補助金が減少しているので、各団体での負担額増
額の検討も必要かと思われる。

321 336
体育施設維持管理事業（本郷公民
館）

生涯学習課 施設の維持修繕、施設の貸出業務
施設の各種点検、破
損箇所の修繕、施設
の貸出に係る業務

需用費・役務費・委託料・使用料及び賃
借料・工事請負費・原材料費　12,103千
円

①適切
②見直し余地あり
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（有効性・効率性）

危険箇所の点検、総合型地域スポーツクラブ
設立と施設指定管理移行を検討

近い将来設立予定の総合型地域スポーツクラブへ
施設指定管理移行可能かどうか検討していく。

322 337 本郷公民館公開講座開設事業 生涯学習課
本郷地域町民に対して現実のニーズに合わせた事業を
随時提供することにより、サークル形成の一助とする。

本郷地域町民

町民や社会情勢のニーズを的確に把握
しながら随時事業を実施することによ
り、サークル創設の一助とし社会教育行
政を推進させる。

①適切
②適切
③見直し余地あり
④適切

事業のやり方改善
（効率性）

２０年度までの事業を継続的に実施しなが
ら、ニーズの把握を進めていく。

２１年度事業業況をみながら判断していく。

323 338 給食センター施設維持管理事業 学校教育課
高田・新鶴学校給食センターの計画的な施設維持・補修
及び管理

調理機器・洗浄機器
及びボイラー設備・
排水施設・保管庫等

安全・安心な給食の供給、給食調理に
支障のないようにする。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持

324 339 給食センター運営委員会事業 学校教育課
学校給食年間実施計画及び給食費・その他運営に関す
る必要な事項について審議し、運営の助言をする

学校給食運営委員
会

給食費の決定及び学校給食業務の円
滑な運営並びに充実を図る。

①適切
②適切
③適切
④適切

現状維持




